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人
件
費
の
調
整
及
び
共
済
費
の
率

の
改
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

● 

総
務
費
：
１
千
106
万
６
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
等
に
よ
る
調
整
、共
済
費

率
の
改
定
及
び
、条
例
改
正
に
伴
う
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
及
び

共
済
費
の
増
額
の
ほ
か
、福
賀
分
団
の

消
防
車
両
の
更
新
に
伴
う
備
品
の
取

り
外
し
に
係
る
手
数
料
や
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
係
る
売
却
シ
ス
テ
ム

利
用
料
の
増
額
、の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
マ
ホ
教
室

等
で
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の
購

入
代
金
の
増
額
、住
基
ネ
ッ
ト
リ
ー
ス

料
の
不
足
分
及
び
国
の
中
間
サ
ー
バ
ー

の
更
新
に
伴
う
増
額
の
ほ
か
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
記
事
掲
載
手
数

料
及
び
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
ー
バ
ー

移
転
に
係
る
委
託
料
の
増
額
で
、統
計

調
査
費
は
事
務
委
託
費
の
内
示
に
伴

う
減
額
で
す
。

● 

民
生
費
：
5
5
5
7
万
２
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、会

計
年
度
任
用
職
員
の
通
勤
旅
費
の
新

規
計
上
、成
年
後
見
制
度
普
及
啓
発
事

業
に
よ
る
チ
ラ
シ
作
成
の
新
規
計
上
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
て
い
る
町
有
地
の
車
止
め
撤

去
工
事
の
新
規
計
上
及
び
、後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
不

良
に
よ
る
高
額
療
養
費
返
還
金
の
新

規
計
上
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
替
え
に
伴

う
配
食
車
の
リ
ー
ス
代
や
冷
凍
庫
、

消
耗
費
の
新
規
計
上
及
び
、物
価
高
騰

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
低
所
得
者
等

給
付
金
事
業
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、児

童
手
当
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
増
額
や
、通
園
バ
ス
解
約

に
伴
う
規
定
損
害
金
の
新
規
計
上
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

衛
生
費
：
63
万
６
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ

ト
改
版
に
係
る
改
修
費
用
の
新
規
計

上
、発
達
支
援
検
査
キ
ッ
ト
の
新
規
計

上
の
ほ
か
、福
賀
、宇
田
郷
地
区
の
郵

便
局
で
ゴ
ミ
袋
等
を
販
売
す
る
た
め

の
手
数
料
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
1
1
0
6
万
９
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、Ｅ

Ｇ
Ｆ
で
栽
培
し
て
い
る
こ
ん
に
ゃ
く
芋

を
農
事
組
合
法
人
福
の
里
の
加
工
部

が
、こ
ん
に
ゃ
く
に
加
工
す
る
際
に
使

用
す
る
高
速
か
つ
大
型
の
ミ
キ
サ
ー
一

式
の
導
入
を
図
る「
お
い
し
い
も
の
づ

く
り
活
動
支
援
補
助
金
」の
新
規
計
上
、

（
有
）ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
が
購
入
す
る

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
係
る
集

落
営
農
法
人
連
合
体
形
成
加
速
化
事

業
補
助
金
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、熊
の

山
林
道
の
法
面
崩
落
に
対
す
る
崩
土

撤
去
費
と
し
て
、負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
か
ら
工
事
請
負
費
へ
の
組
み
替
え

な
ど
に
よ
る
増
額
で
す
。

● 

商
工
費
：
１
０
７
５
万
６
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、あ

ぶ
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
が
使
用
し
て
い
る
高

校
魅
力
化
食
品
加
工
施
設
の
経
年
劣

化
に
よ
る
外
壁
改
修
工
事
の
新
規
計

上
、観
光
客
誘
致
を
目
指
す
阿
武
町

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
の
造
成
を
図
る
山
口

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

受
入
体
制
整
備
事
業
委
託
料
の
新
規

計
上
の
ほ
か
、木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
係
る
木
の
駅
施
設
の
光
通
信
開
通

経
費
及
び
、道
の
駅
設
置
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
施
設
設
計
業
務
委
託
料
の
新
規

計
上
で
す
。

● 

土
木
費
：
３０９
万
２
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、町

道
釡
屋
片
線
、片
線
、柳
尾
下
郷
線
の

道
路
改
良
に
あ
た
り
必
要
な
用
地
測

量
業
務
及
び
用
地
購
入
に
係
る
追
加

計
上
で
す
。

● 

教
育
費
：
791
万
２
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、阿

武
小
学
校
の
光
回
線
及
び
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
使
用
料
を
中
学
校
管
理
経
費
へ

の
組
換
え
及
び
、保
健
所
の
指
導
に
よ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
回
転
釡
の
フ
ー
ド

照
明
取
付
に
係
る
設
備
工
事
費
か
ら

備
品
購
入
費
へ
の
組
み
替
え
に
よ
る
も

の
で
す
。

● 

諸
支
出
金
：
80
万
円 

増

　

美
咲
第
５
分
譲
宅
地
整
備
事
業
に

係
る
経
費
で
、分
譲
宅
地
用
地
取
得
費

か
ら
果
樹
補
償
費
へ
の
予
算
の
組
換
え

の
ほ
か
、購
入
し
た
空
き
家
の
残
置
物

の
処
分
手
等
に
係
る
手
数
料
や
、抵
当

権
抹
消
に
係
る
供
託
金
の
新
規
計
上

に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康
保

険
事
業（
事
業
勘
定
）特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

１
０
７
５
万
８
千
円
を
追
加
し
、５

億
８
０
０
５
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
歳
出
の
主
な
も
の
は
、人
件
費

の
調
整
及
び
共
済
費
の
率
の
改
定
の

ほ
か
、制
度
改
正
に
伴
う
保
険
証
一
体

化
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
の
新
規
計
上
、

出
産
育
児
一
時
金
及
び
、各
事
業
費
納

付
金
の
不
足
分
に
対
す
る
増
額
の
ほ

か
、保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
精
算
に

伴
う
返
還
金
の
新
規
計
上
に
よ
る
も

の
で
す
。全

員
協
議
会 

報
告

◆
阿
武
町
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
の
繰
越
事
業
の
報
告
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
報
告
に
つ
い
て

❶
町
道
側
溝
改
修
工
事（
奈
古
地
区
）

【
阿
武
建
設（
株
）（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
936
万
６
千
500
円
〉

❷
町
道
側
溝
改
修
工
事（
福
賀
地
区
） 

【(

有)

吉
岡
土
建（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
883
万
１
千
900
円
〉

❸
町
道
側
溝
改
修
工
事（
宇
田
郷
地
区
）

【(

有)

吉
岡
土
建（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
759
万
円
〉

❹（
令
和
５
年
度
繰
越
）

　
　
奈
古
漁
業
集
落
排
水

　
　
　
　
処
理
施
設
機
能
保
全
改
築

　
　
　
　
　
　
（
電
気・機
械
設
備
）工
事

【
新
興
電
気
工
事（
株
）（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
２
１
４
５
万
円
〉

❺（
令
和
５
年
度
繰
越
）

　
　
宇
田
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設

　
　
　
　
処
理
施
設
機
能
保
全
改
築

　
　
　
　
　
　
　
（
機
械
設
備
）工
事

【（
株
）山
産（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
１
８
１
５
万
円
〉

❻
令
和
６
年
度 

地
域
内
経
済
循
環

促
進
事
業
に
係
る
支
援
業
務

【
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
随
意
契
約
）】

〈
４
５
９
３
万
７
千
760
円
〉

❼
美
咲
第
５
分
譲
地
整
備
事
業
に

　
　
　
か
か
る
測
量
調
査
設
計
業
務

【(

株)

タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
１
７
０
５
万
円
〉

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た「
㈱
あ
ぶ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」株
主
総
会
で
可
決

さ
れ
た
第
14
期（
令
和
５
年
度
）決
算

な
ど
の
経
営
状
況
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。

議
案
審
議

◆
専
決
処
分
を
報
告
し

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・阿
武
町
税
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
お
よ
び
関
係
政
令
な
ど
が
３
月

30
日
に
公
布
さ
れ
、４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、３
月
31
日

付
で
阿
武
町
税
条
例
の
一
部
改
正
の

専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、❶「
個
人
住
民
税
の

定
額
減
税
」❷「
土
地
の
固
定
資
産
税

に
係
る
負
担
調
整
措
置
等
の
延
長
」❸

「
公
益
信
託
見
直
し
に
よ
る
寄
付
金
控

除
の
規
定
整
備
」❹「
職
権
に
よ
る
減
免

可
能
規
定
の
整
備
」等
で
す
。

・阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

前
項
同
様
の
法
改
正
な
ど
に
伴
い
、

３
月
31
日
付
で
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分

を
行
っ
た
た
め
、議
会
の
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ（
後
期
高
齢
者
支
援
金
）、

軽
減
判
定
基
準
の
見
直
し
で
す
。

・令
和
５
年
度 

阿
武
町

国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
回
）

　

令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
健
事

業（
事
業
勘
定
）特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
回
）に
つ
い
て
は
、専
決
処
分
に

よ
り
３
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、総
額

を
３
億
５
９
６
１
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、３
月
の
定
例
議
会
後
に
、

医
療
機
関
に
支
払
う
診
療
、投
薬
等
の

現
物
給
付
に
係
る
医
療
費
の
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
保
険
者
負
担
金
の

予
算
不
足
が
生
じ
た
た
め
、専
決
処
分

に
よ
り
対
応
し
た
も
の
で
す
。　　

　

な
お
、最
終
の
精
算
に
当
た
っ
て
は
、

不
足
分
を
含
め
た
全
額
が
県
の
普
通

交
付
金
と
し
て
歳
入
に
充
て
ら
れ
る

も
の
で
、町
か
ら
の
手
出
し
が
発
生
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
阿
武
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
会
計
年
度
任
用

職
員
を
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
い
わ
ゆ
る
再
任
用
職
員
に
読
み

替
え
て
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、以
前

の
人
事
院
勧
告
及
び
、近
年
の
他
市

町
の
動
向
に
よ
り
、条
文
の
読
み
替
え

規
定
を
削
除
す
る
こ
と
で
、会
計
年

度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
一
般
職
の
職
員
に
準
じ
て
、年
間

で
100
分
の
137
・
5
か
ら
100
分
の
245
に
改

正
す
る
も
の
。施
行
日
は
今
年
の
６
月

１
日
か
ら
で
、６
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
か
ら
適
用
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

　
　
　
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　
　
　
　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
、児

童
福
祉
施
設
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、保
育
士
の
設
置
基
準
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、保
育
士
の
数
を
満
３

歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
に
つ

い
て
は
、お
お
む
ね
20
人
か
ら
15
人
に

つ
き
１
人
、満
４
歳
以
上
の
児
童
に
つ

い
て
は
、お
お
む
ね
30
人
か
ら
25
人
に

つ
き
１
人
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、公

布
の
日
か
ら
の
施
行
と
な
り
ま
す
。

◆
漁
港
漁
場
の
整
備
法
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

　
　
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

漁
港
漁
場
整
備
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
連
す
る「
阿
武
町
漁
港
管
理
条
例
」

及
び「
阿
武
町
漁
港
土
砂
採
取
料
等
徴

収
条
例
」の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
法

律
の
題
名
を
、一
括
し
て「
漁
港
漁
場
整

備
法
」か
ら「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
」に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、施
行
は
公
布
の
日
か
ら
で
、

適
用
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

◆
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
に
係
る
も
の
で
、購
入

か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
、予
定
価
格

が
700
万
円
以
上
に
な
る
阿
武
町
消
防

団
の
奈
古
第
１
分
団
に
配
備
し
て
い

る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
更

新
に
伴
う
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

　
　
　
　
　
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
、行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、

「
被
保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
」を

「
資
格
確
認
書
等
」に
改
め
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、規
約
の
施
行
は
、令
和
６
年

12
月
２
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　
一
般
会
計
に
、１
億
97
万
２
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
34
億
897
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

● 

議
会
費
：
６
万
９
千
円 

増
額

会期：6月12日～19日

令和 6年 第２回

阿武町議会
定例会

一般会計補正予算
１億97万2千円 増額

　

阿
武
町
議
会
６
月
定
例
会
で
は
、議
案
９
件
と
全
員
協
議
会
報
告

３
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
が
行
わ
れ
、す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）は
、１
億
97
万
２
千
円
を
追
加
し
、総

額
を
34
億
897
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議案9件  全協報告3件
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人
件
費
の
調
整
及
び
共
済
費
の
率

の
改
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

● 

総
務
費
：
１
千
106
万
６
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
等
に
よ
る
調
整
、共
済
費

率
の
改
定
及
び
、条
例
改
正
に
伴
う
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
及
び

共
済
費
の
増
額
の
ほ
か
、福
賀
分
団
の

消
防
車
両
の
更
新
に
伴
う
備
品
の
取

り
外
し
に
係
る
手
数
料
や
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
係
る
売
却
シ
ス
テ
ム

利
用
料
の
増
額
、の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
マ
ホ
教
室

等
で
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ
の
購

入
代
金
の
増
額
、住
基
ネ
ッ
ト
リ
ー
ス

料
の
不
足
分
及
び
国
の
中
間
サ
ー
バ
ー

の
更
新
に
伴
う
増
額
の
ほ
か
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
記
事
掲
載
手
数

料
及
び
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
ー
バ
ー

移
転
に
係
る
委
託
料
の
増
額
で
、統
計

調
査
費
は
事
務
委
託
費
の
内
示
に
伴

う
減
額
で
す
。

● 

民
生
費
：
5
5
5
7
万
２
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、会

計
年
度
任
用
職
員
の
通
勤
旅
費
の
新

規
計
上
、成
年
後
見
制
度
普
及
啓
発
事

業
に
よ
る
チ
ラ
シ
作
成
の
新
規
計
上
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
て
い
る
町
有
地
の
車
止
め
撤

去
工
事
の
新
規
計
上
及
び
、後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
不

良
に
よ
る
高
額
療
養
費
返
還
金
の
新

規
計
上
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
替
え
に
伴

う
配
食
車
の
リ
ー
ス
代
や
冷
凍
庫
、

消
耗
費
の
新
規
計
上
及
び
、物
価
高
騰

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
低
所
得
者
等

給
付
金
事
業
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、児

童
手
当
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
増
額
や
、通
園
バ
ス
解
約

に
伴
う
規
定
損
害
金
の
新
規
計
上
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

衛
生
費
：
63
万
６
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
標
準
レ
イ
ア
ウ

ト
改
版
に
係
る
改
修
費
用
の
新
規
計

上
、発
達
支
援
検
査
キ
ッ
ト
の
新
規
計

上
の
ほ
か
、福
賀
、宇
田
郷
地
区
の
郵

便
局
で
ゴ
ミ
袋
等
を
販
売
す
る
た
め

の
手
数
料
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

農
林
水
産
業
費

　
　
　
　
1
1
0
6
万
９
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、Ｅ

Ｇ
Ｆ
で
栽
培
し
て
い
る
こ
ん
に
ゃ
く
芋

を
農
事
組
合
法
人
福
の
里
の
加
工
部

が
、こ
ん
に
ゃ
く
に
加
工
す
る
際
に
使

用
す
る
高
速
か
つ
大
型
の
ミ
キ
サ
ー
一

式
の
導
入
を
図
る「
お
い
し
い
も
の
づ

く
り
活
動
支
援
補
助
金
」の
新
規
計
上
、

（
有
）ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
が
購
入
す
る

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
係
る
集

落
営
農
法
人
連
合
体
形
成
加
速
化
事

業
補
助
金
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、熊
の

山
林
道
の
法
面
崩
落
に
対
す
る
崩
土

撤
去
費
と
し
て
、負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
か
ら
工
事
請
負
費
へ
の
組
み
替
え

な
ど
に
よ
る
増
額
で
す
。

● 

商
工
費
：
１
０
７
５
万
６
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、あ

ぶ
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
が
使
用
し
て
い
る
高

校
魅
力
化
食
品
加
工
施
設
の
経
年
劣

化
に
よ
る
外
壁
改
修
工
事
の
新
規
計

上
、観
光
客
誘
致
を
目
指
す
阿
武
町

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
の
造
成
を
図
る
山
口

デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

受
入
体
制
整
備
事
業
委
託
料
の
新
規

計
上
の
ほ
か
、木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
係
る
木
の
駅
施
設
の
光
通
信
開
通

経
費
及
び
、道
の
駅
設
置
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
施
設
設
計
業
務
委
託
料
の
新
規

計
上
で
す
。

● 

土
木
費
：
３０９
万
２
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、町

道
釡
屋
片
線
、片
線
、柳
尾
下
郷
線
の

道
路
改
良
に
あ
た
り
必
要
な
用
地
測

量
業
務
及
び
用
地
購
入
に
係
る
追
加

計
上
で
す
。

● 

教
育
費
：
791
万
２
千
円 

増
額

　

人
事
異
動
及
び
共
済
費
率
の
改
定

等
に
伴
う
人
件
費
の
増
額
の
ほ
か
、阿

武
小
学
校
の
光
回
線
及
び
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
使
用
料
を
中
学
校
管
理
経
費
へ

の
組
換
え
及
び
、保
健
所
の
指
導
に
よ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
回
転
釡
の
フ
ー
ド

照
明
取
付
に
係
る
設
備
工
事
費
か
ら

備
品
購
入
費
へ
の
組
み
替
え
に
よ
る
も

の
で
す
。

● 

諸
支
出
金
：
80
万
円 
増

　

美
咲
第
５
分
譲
宅
地
整
備
事
業
に

係
る
経
費
で
、分
譲
宅
地
用
地
取
得
費

か
ら
果
樹
補
償
費
へ
の
予
算
の
組
換
え

の
ほ
か
、購
入
し
た
空
き
家
の
残
置
物

の
処
分
手
等
に
係
る
手
数
料
や
、抵
当

権
抹
消
に
係
る
供
託
金
の
新
規
計
上

に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康
保

険
事
業（
事
業
勘
定
）特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

１
０
７
５
万
８
千
円
を
追
加
し
、５

億
８
０
０
５
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
歳
出
の
主
な
も
の
は
、人
件
費

の
調
整
及
び
共
済
費
の
率
の
改
定
の

ほ
か
、制
度
改
正
に
伴
う
保
険
証
一
体

化
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
の
新
規
計
上
、

出
産
育
児
一
時
金
及
び
、各
事
業
費
納

付
金
の
不
足
分
に
対
す
る
増
額
の
ほ

か
、保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
精
算
に

伴
う
返
還
金
の
新
規
計
上
に
よ
る
も

の
で
す
。全

員
協
議
会 

報
告

◆
阿
武
町
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
の
繰
越
事
業
の
報
告
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
報
告
に
つ
い
て

❶
町
道
側
溝
改
修
工
事（
奈
古
地
区
）

【
阿
武
建
設（
株
）（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
936
万
６
千
500
円
〉

❷
町
道
側
溝
改
修
工
事（
福
賀
地
区
） 

【(

有)

吉
岡
土
建（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
883
万
１
千
900
円
〉

❸
町
道
側
溝
改
修
工
事（
宇
田
郷
地
区
）

【(

有)

吉
岡
土
建（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
759
万
円
〉

❹（
令
和
５
年
度
繰
越
）

　
　
奈
古
漁
業
集
落
排
水

　
　
　
　
処
理
施
設
機
能
保
全
改
築

　
　
　
　
　
　
（
電
気・機
械
設
備
）工
事

【
新
興
電
気
工
事（
株
）（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
２
１
４
５
万
円
〉

❺（
令
和
５
年
度
繰
越
）

　
　
宇
田
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設

　
　
　
　
処
理
施
設
機
能
保
全
改
築

　
　
　
　
　
　
　
（
機
械
設
備
）工
事

【（
株
）山
産（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
１
８
１
５
万
円
〉

❻
令
和
６
年
度 

地
域
内
経
済
循
環

促
進
事
業
に
係
る
支
援
業
務

【
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ（
随
意
契
約
）】

〈
４
５
９
３
万
７
千
760
円
〉

❼
美
咲
第
５
分
譲
地
整
備
事
業
に

　
　
　
か
か
る
測
量
調
査
設
計
業
務

【(

株)

タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
指
名
競
争
入
札
）】

〈
１
７
０
５
万
円
〉

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た「
㈱
あ
ぶ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」株
主
総
会
で
可
決

さ
れ
た
第
14
期（
令
和
５
年
度
）決
算

な
ど
の
経
営
状
況
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。

議
案
審
議

◆
専
決
処
分
を
報
告
し

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・阿
武
町
税
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
お
よ
び
関
係
政
令
な
ど
が
３
月

30
日
に
公
布
さ
れ
、４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、３
月
31
日

付
で
阿
武
町
税
条
例
の
一
部
改
正
の

専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、❶「
個
人
住
民
税
の

定
額
減
税
」❷「
土
地
の
固
定
資
産
税

に
係
る
負
担
調
整
措
置
等
の
延
長
」❸

「
公
益
信
託
見
直
し
に
よ
る
寄
付
金
控

除
の
規
定
整
備
」❹「
職
権
に
よ
る
減
免

可
能
規
定
の
整
備
」等
で
す
。

・阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

前
項
同
様
の
法
改
正
な
ど
に
伴
い
、

３
月
31
日
付
で
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分

を
行
っ
た
た
め
、議
会
の
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ（
後
期
高
齢
者
支
援
金
）、

軽
減
判
定
基
準
の
見
直
し
で
す
。

・令
和
５
年
度 

阿
武
町

国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
回
）

　

令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
健
事

業（
事
業
勘
定
）特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
回
）に
つ
い
て
は
、専
決
処
分
に

よ
り
３
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、総
額

を
３
億
５
９
６
１
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、３
月
の
定
例
議
会
後
に
、

医
療
機
関
に
支
払
う
診
療
、投
薬
等
の

現
物
給
付
に
係
る
医
療
費
の
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
保
険
者
負
担
金
の

予
算
不
足
が
生
じ
た
た
め
、専
決
処
分

に
よ
り
対
応
し
た
も
の
で
す
。　　

　

な
お
、最
終
の
精
算
に
当
た
っ
て
は
、

不
足
分
を
含
め
た
全
額
が
県
の
普
通

交
付
金
と
し
て
歳
入
に
充
て
ら
れ
る

も
の
で
、町
か
ら
の
手
出
し
が
発
生
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
阿
武
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
会
計
年
度
任
用

職
員
を
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
い
わ
ゆ
る
再
任
用
職
員
に
読
み

替
え
て
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、以
前

の
人
事
院
勧
告
及
び
、近
年
の
他
市

町
の
動
向
に
よ
り
、条
文
の
読
み
替
え

規
定
を
削
除
す
る
こ
と
で
、会
計
年

度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
一
般
職
の
職
員
に
準
じ
て
、年
間

で
100
分
の
137
・
5
か
ら
100
分
の
245
に
改

正
す
る
も
の
。施
行
日
は
今
年
の
６
月

１
日
か
ら
で
、６
月
に
支
給
す
る
期
末

手
当
か
ら
適
用
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

　
　
　
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　
　
　
　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
、児

童
福
祉
施
設
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
が
改
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、保
育
士
の
設
置
基
準
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、保
育
士
の
数
を
満
３

歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童
に
つ

い
て
は
、お
お
む
ね
20
人
か
ら
15
人
に

つ
き
１
人
、満
４
歳
以
上
の
児
童
に
つ

い
て
は
、お
お
む
ね
30
人
か
ら
25
人
に

つ
き
１
人
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、公

布
の
日
か
ら
の
施
行
と
な
り
ま
す
。

◆
漁
港
漁
場
の
整
備
法
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

　
　
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

漁
港
漁
場
整
備
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
連
す
る「
阿
武
町
漁
港
管
理
条
例
」

及
び「
阿
武
町
漁
港
土
砂
採
取
料
等
徴

収
条
例
」の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
法

律
の
題
名
を
、一
括
し
て「
漁
港
漁
場
整

備
法
」か
ら「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
」に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、施
行
は
公
布
の
日
か
ら
で
、

適
用
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

◆
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
に
係
る
も
の
で
、購
入

か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
、予
定
価
格

が
700
万
円
以
上
に
な
る
阿
武
町
消
防

団
の
奈
古
第
１
分
団
に
配
備
し
て
い

る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
更

新
に
伴
う
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

　
　
　
　
　
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
、行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、

「
被
保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
」を

「
資
格
確
認
書
等
」に
改
め
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、規
約
の
施
行
は
、令
和
６
年

12
月
２
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　
一
般
会
計
に
、１
億
97
万
２
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
34
億
897
万
２
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

● 

議
会
費
：
６
万
９
千
円 

増
額
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副
町
長
と
総
務
課
長

の
兼
任
に
つ
い
て

　
問
題
は
な
く
、解
消
す

る
考
え
は
な
い

問 

特
別
職
で
あ
る
副
町
長
と
、

総
務
課
長
職
を「
総
務
課
長
事

務
取
扱
」と
言
う
名
で
兼
任
し

て
い
る
が
、総
務
課
は
全
体
の

要
で
あ
り
兼
任
を
解
消
し
て
総

務
課
長
を
置
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
平
成
の
大
合
併
時
に
単

独
町
制
の
道
を
選
び
、助
役
を

廃
止(

の
ち
に
地
方
自
治
法
改

正
で
副
町
長
と
な
る)

以
後
そ

の
職
を
置
か
な
か
っ
た
。

　

私
の
総
務
課
長
時
代
は
、副

町
長
的
な
職
務
や
総
務
課
・
企

画
課
部
門
の
職
務
を
こ
な
し
て

い
た
。こ
の
こ
と
で
副
町
長
の

総
務
課
長
兼
務
は
可
能
と
確
信

し
た
。

　

そ
し
て
、私
が
町
長
に
就
任

し
た
際
、危
機
管
理
を
含
め
た

指
揮
命
令
系
統
の
強
化
、町
長

不
在
時
の
意
思
決
定
機
能
や
職

務
代
理
、関
係
機
関
と
の
調
整
、

町
長
と
し
て
の
判
断
を
要
さ
な

い
事
案
の
決
定
な
ど
の
理
由
か

ら
副
町
長
を
置
い
た
。

　

こ
の
時
に
総
務
課
長
事
務
取

扱
、つ
ま
り
総
務
課
長
兼
務
と

し
た
。ま
た
、総
務
課
を「
企
画

部
門
」と「
総
務
部
門
」に
分
離

し
て
い
る
。

　

法
令
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、

行
政
事
務
は
主
幹
・
課
長
補
佐

が
、財
政
事
務
は
、係
長
が
行
っ

て
お
り
、出
張
等
で
は
、課
長
職

で
あ
る
主
幹
が
代
理
を
務
め
、

特
段
の
問
題
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
道
の
駅
阿
武
町
の
現
状

に
つ
い
て

　
新
駅
長
に
よ
る
新
し
い

経
営
体
制
を

問　
新
し
い
駅
長(

社
長)

が
就

任
し
て
２
カ
月
が
経
ち
、阿
武

町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見
て
い

る
の
か
。新
体
制
の
道
の
駅
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
取
っ
て
い
る
の
か
、任
せ
き

り
な
の
か
。

町
長　
道
の
駅
阿
武
町
の
設
置

者
は
阿
武
町
で
あ
る
が
、町
が

80
％
出
資
し
て
い
る(

株)

あ
ぶ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
管
理
委
託

し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、代
表

取
締
役
に
藤
村
憲
司
氏
が
就
任

し
、そ
し
て
運
営
の
一
体
性
を
持

た
せ
る
た
め
に
駅
長
も
兼
務
と

し
た
。

　

藤
村
氏
は
、こ
の
３
月
ま
で

道
の
駅
の
担
当
課
長
と
し
て
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
開
設
等
多
く
の
実
績
を
残
し
、

道
の
駅
の
関
連
組
織
に
も
精
通

し
、情
報
発
信
能
力
に
も
長
け

て
い
る
。

　

藤
村
氏
は「
こ
れ
ま
で
は
サ

ポ
ー
ト
側
で
あ
る
が
ゆ
え
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
っ

た
。今
後
は
矢
面
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

わ
く
わ
く
感
も
あ
る
」と
言
っ

て
お
り
、会
社
の
モ
ッ
ト
ー
と

し
て「
地
域
に
感
謝
さ
れ
る
こ

と
」「
地
域
に
愛
さ
れ
る
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、直

売
所
等
の
経
営
に
集
中
す
る
た

め
、直
営
か
ら
テ
ナ
ン
ト
方
式

に
切
り
替
え
を
検
討
。従
業
員

教
育
に
つ
い
て
も
、接
客
の
ク
オ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、ス

ト
レ
ス
軽
減
な
ど
働
き
方
改
革

も
考
え
る
な
ど
、新
社
長
の
カ

ラ
ー
を
出
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、定
期
取
締
役
会
・
道
の
駅

企
画
会
議
の
開
催
、ま
た
毎
月

15
日
に
は
町
長
室
で
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
長
の
方
針
に
つ
い
て

　
小
さ
い
阿
武
町
か
ら

　
　
大
き
な
教
育
成
果

　
　
　
を
発
信
し
て
い
く

問　
新
教
育
長
の
教
育
理
念
に

つ
い
て
。

教
育
長　
大
き
く
二
つ
の
こ
と

を
教
育
理
念
と
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、「
教
育
は
子
ど
も

た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い

う
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、「
教
育
の
力
こ
そ

が
地
方
創
生
の
鍵
を
握
る
」と

い
う
こ
と
。

　

そ
し
て
こ
の
二
つ
は
阿
武
町

が
教
育
目
標
に
掲
げ
る「
町
の

力
と
な
る
人
づ
く
り
」に
通
じ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
の
課
題
が
様
々
あ

る
な
か
で
、阿
武
町
の
学
校
教

育
の
重
点
項
目
は
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、一
つ
目

は
学
力
の
向
上
で
あ
り
、全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
学
校

の
使
命
で
あ
る
。　

　

同
時
に
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を

高
め
る
活
動
や
、教
員
の
授
業

力
向
上
、英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

二
つ
目
は
、不
登
校
対
策
。

今
年
度
、阿
武
小
学
校
内
に
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム(

教
育
支
援
セ

ン
タ
ー)

を
設
置
し
た
。不
登
校

の
兆
し
が
見
え
始
め
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
え
る
。

　

三
つ
目
は
、部
活
動
の
地
域

移
行
。大
き
な
方
向
性
は
決

ま
っ
た
が
、指
導
者
の
確
保
や

家
計
の
負
担
増
な
ど
、多
く
の

課
題
が
あ
る
。教
育
委
員
会
と

し
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
選
択

肢
を
増
や
す
た
め
に
も
、地
域

ぐ
る
み
で
の
お
力
添
え
を
頂
き

た
い
。

　

そ
の
他
、い
わ
ゆ
る「
小
１

ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
に
向
け
、今

年
度
は
保
育
園
か
ら
小
学
校
の

円
滑
な
接
続
の
た
め
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　問　

人
口
減
・
高
齢
化
の
な
か

で
の
社
会
教
育
の
進
め
方
に
つ

い
て
。

教
育
長　
今
年
度
も「
阿
武
町

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」、「
こ
ど
も

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
Ａ
Ｂ

Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
活

動
の
３
つ
の
柱
と
し
、社
会
教

育
の
活
性
化
を
図
る
。

　

参
加
者
の
減
少
を
理
由
に
中

止
・
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
新
た
な

社
会
教
育
の
進
め
方
を
模
索
し

て
い
く
。

＊　＊
村

＊　＊
西

＊　

　
福
賀
地
区
へ
の
町
営

　
　
住
宅
新
設
に
つ
い
て

　
期
待
に
応
え
ら
れ
る

　
　
　
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
た
い

問　
本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ

で
あ
る
農
業
は
、担
い
手
不
足

と
従
事
者
の
高
齢
化
と
い
う
深

刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

現
在
、町
内
各
農
業
法
人
で

は
、少
し
ず
つ
町
内
外
か
ら
の

担
い
手
の
確
保
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、住
宅
が
不
足
し
て

お
り
、空
き
家
の
利
用
も
考
え

ら
れ
る
が
、単
身
者
に
と
っ
て

は
広
す
ぎ
る
物
件
が
多
く
、利

用
し
づ
ら
い
一
面
が
あ
る
。

　

担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
、

公
営
住
宅
の
新
設
が
出
来
な
い

か
。

町
長　
町
内
公
営
住
宅
の
入
居

状
況
は
、奈
古
地
区
が
、全
66
戸

中
入
居
済
み
が
61
戸
で
、入
居

率
92.4
％
、福
賀
地
区
で
は
、６
戸

中
６
戸
で
100
％
と
、宇
田
郷
地

区
に
つ
い
て
は
、２
戸
中
１
戸
で

50
％
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

は
、農
業
者
や
農
業
を
目
指
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
、居
住
専
用

の
町
営
住
宅
で
は
な
く
、倉
庫

や
納
屋
や
物
置
が
あ
る「
農
家

様
式
」の
空
き
家
を
紹
介
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、近
年
の
働
き

方
の
多
様
化
も
あ
り
、最
初
か

ら
倉
庫
や
納
屋
の
あ
る
空
き
家

を
借
り
て
農
業
を
始
め
る
と
い

う
の
は
、か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
感
じ
る
方
も
い
る
。

　

例
え
ば
、一
時
的
に
町
営
住

宅
を
借
り
て
移
住
し
、お
試
し

的
に
農
業
を
始
め
、そ
の
後
本

格
的
に
農
業
を
や
る
意
思
が
固

ま
れ
ば
、倉
庫
や
納
屋
の
あ
る

農
家
様
式
の
空
き
家
に
引
っ
越

す
対
応
が
出
来
れ
ば
、農
業
者

に
よ
る
町
営
住
宅
の
需
要
は
一

層
高
ま
る
。

　

従
っ
て
、福
賀
地
区
へ
の
住

宅
確
保
に
つ
い
て
は
、期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
前
向
き
に
検

討
す
る
。

問
　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
駐
車
場

増
設
に
つ
い
て

　
年
度
中
に
適
地
を
見

つ
け
て
整
備
し
た
い

問　
2
0
1
7
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
援
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、援
農
と
関

係
人
口
の
創
出
、ひ
い
て
は
移

住
・
定
住
へ
結
び
付
く
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
。

　

実
際
に
、福
賀
・
宇
田
郷
地
区

へ
３
名
定
住
と
い
う
成
果
が
出

て
い
る
。

　

今
年
度
よ
り
利
用
が
開
始
さ

れ
た
宇
生
賀
中
央
自
治
会
の
三

和
地
区
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
へ
、男

性
４
名
女
性
３
名
が
生
活
し
て

い
る
。先
日
、関
係
者
か
ら
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

十
分
と
れ
な
い
と
い
う
意
見
を

聞
い
た
。

　

今
後
の
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
発
展
と

充
実
、ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
生
活

環
境
の
改
善
に
向
け
駐
車
場
の

増
設
は
出
来
な
い
か
。

町
長　
新
た
な
農
業
支
援
と
し

て
、農
繁
期
に
農
家
で
短
期
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
、１
／
４

ワ
ー
ク
ス
援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
お
り
、利
用
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
最
近
は
、農
業
専
門
の

派
遣
会
社
ア
グ
リ
ナ
ジ
カ
ン
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、参
加

者
が
増
え
、住
居
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、昨
年
度
、宇
生

賀
中
央
自
治
会
の
三
和
地
区
に
、

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

「
福
賀
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」を
整
備

し
た
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、現
在
近
場
で
駐
車

が
出
来
る
よ
う
な
空
き
地
等
を

探
し
て
い
る
の
で
、こ
の
件
に
つ

い
て
は
、今
年
度
中
に
適
地
を

見
つ
け
て
整
備
し
た
い
。

＊　＊
村

＊　＊
上

＊　

　　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
方
向
は

　
住
民
自
ら
が
主
体
性
、

目
的
意
識
を
持
つ
事
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る

問　
阿
武
町
地
域
づ
く
り
団
体

活
動
支
援
事
業
を
活
用
す
る
に

は
、何
を
す
れ
ば
い
い
か
。

町
長　
広
報
あ
ぶ
４
月
号
に
掲

載
し
て
い
る
が
、地
域
の
課
題

解
決
や
活
性
化
を
目
的
に
、町

民
の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、経
費
の
１
／
２
、10
万

円
を
上
限
に
補
助
す
る
事
業
で

あ
る
。

　

要
綱
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
細
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
て

欲
し
い
。

　

予
算
枠
を
超
え
る
よ
う
な
反

響
が
あ
れ
ば
、補
正
予
算
対
応

も
考
え
る
。

問　
折
角
の
良
い
事
業
だ
が
Ｐ

Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
。関
連
の

セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
の
予
定
は

な
い
か
。

町
長　
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
番
組
等
で
周
知
し
て
い
る

が
、再
放
送
を
含
め
検
討
す
る
。

　

講
習
会
は
、町
内
開
催
や
他

市
町
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
に

あ
っ
た
企
画
を
考
え
、住
民
主

体
、目
的
意
識
を
持
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
事
業
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
自
治
会
が
対
象
外
な
の

は
、自
治
会
総
合
交
付
金
を
用

意
し
て
い
る
た
め
で
、そ
ち
ら

を
活
用
し
て
欲
し
い
。

問　
地
域
お
こ
し
に
関
し
て

「
町
は
金
だ
け
出
し
て
口
を
出

さ
な
け
れ
ば
い
い
も
の
に
な

る
。」と
鼻
息
の
荒
い
意
見
を
聞

く
事
も
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
地
元
に
自
信
を
持

ち
、誇
り
に
感
じ
て
い
る
人
が

い
る
。潜
在
的
な
魅
力
あ
る
人

材
、資
源
、埋
も
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
活
か
す
事
が
今
後
の
展
開
と

し
て
大
切
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
と
し
て
も
そ
れ
く
ら

い
気
概
を
持
っ
て
の
実
行
が
望

ま
し
い
と
思
う
。色
々
な
ア
イ
デ

ア
の
中
で
、地
域
の
問
題
解
決

や
、活
性
化
等
に
大
き
く
貢
献

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
費
の
拡
大
も
大
い
に
あ
り

得
る
。

　

今
年
度
は
行
革
大
綱
を
見
直

す
こ
と
に
し
て
い
る
が
、い
ず
れ
、

現
在
の
３
地
区
の
祭
り
に
つ
い

て
も
、単
に
一
律
50
万
円
を
補

助
す
る
だ
け
で
な
く
、例
え
ば

今
回
の
補
助
事
業
の
中
で
、

イ
ベ
ン
ト
の
規
模
、経
費
の
内
容
、

活
性
化
の
貢
献
度
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、補
助
額
を
決
定
す
る

よ
う
な
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

問　
3
千
人
規
模
の
小
さ
な
町

で
あ
り
、移
住
者
を
受
け
入
れ

て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、地

元
民
が
今
一
度
地
元
に
誇
り
を

感
じ
、発
信
す
る
事
が
大
切
な

時
期
で
は
な
い
か
。地
元
民
の

発
信
に
共
鳴
し
て
移
住
定
住
し

て
も
ら
う
事
が
最
も
大
切
だ
。

　

そ
う
す
れ
ば
、地
域
の
風
土

や
歴
史
は
つ
な
が
っ
て
行
く
。

町
長　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、考
え
方

の
方
向
、ベ
ク
ト
ル
は
私
も
同

じ
だ
。

　

魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
、発

信
こ
そ
が
、Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
方
々
が
阿
武
町

を
選
択
す
る
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
愛

の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。阿
武

町
が
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
名

指
し
さ
れ
る
中
、こ
れ
に
打
ち

勝
ち
、結
果
と
し
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。 

　　
う
お
な
の
郷
閉
店
後
の         

買
い
物
支
援

及
び
宇
田
郷
地
区
の

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
か
ら
の
切
実
な
要

望
等
は
、可
能
で
あ
れ
ば

事
業
化
し
全
力
で
支
援
し

て
い
く

問　
う
お
な
の
郷
は
、平
成
29
年

６
月
１
日
か
ら
農
協
漁
協
の
共

同
店
舗
と
し
て
営
業
し
て
い
た

が
、令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ

て
閉
店
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、週
２
回
の
移
動
販

売
車
と
注
文
書
で
の
対
応
、ま

た
、新
た
に
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

夫
婦
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
開
業
、

阿
武
町
と
し
て
は
町
内
交
通
機

関
の
運
賃
改
定
、社
会
福
祉
協

議
会
で
は
阿
武
町
有
償
在
宅

サ
ー
ビ
ス
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

 

し
か
し
高
齢
者
は
５
年
間
で

2.75
％
の
増
、益
々
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
、今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
う
お
な
の
郷
の
閉
店
後
、

西
村
議
員
自
ら
が
地
区
関
係
者

へ
心
配
事
・
困
り
事
の
聞
き
と

り
、地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

た
会
議
を
２
月
と
５
月
に
開
催
、

地
域
内
の
世
代
を
超
え
た
意
見

交
換
や
交
流
会
な
ど
、す
ば
ら

し
い
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、地
域
の
問
題
点
を
自

ら
考
え
、自
助
、互
助
で
解
決
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
、そ

し
て
そ
れ
が
出
来
な
い
こ
と
を

町
に
要
望
い
た
だ
く
、こ
の
こ

と
が
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
と
考
え
て
い
る
。　

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
鳥
獣
害
か
ら
生
活
を

守
る
た
め
、猟
友
会
と
の

連
携
は
も
と
よ
り
、防
災

行
政
無
線
放
送
に
て
迅

速
に
周
知
し
て
い
く

問　
全
国
で
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な

ど
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、ク
マ
の

出
没
な
ど
で
死
傷
者
の
事
故
が

多
数
発
生
し
て
い
る
。

　

昨
年
、令
和
５
年
第
２
回
議
会

定
例
会
に
お
い
て
質
問
し
た
が
、

猟
友
会
員
の
増
減
数
は
ど
う
か
。

  

ま
た
、山
口
県
萩
農
林
水
産
事

務
所
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

を
鳥
獣
駆
除
の
ハ
ン
タ
ー
と
し

て
の
雇
用
は
、任
期
を
終
え
た

後
に
、地
域
と
の
連
携
が
う
ま

く
出
来
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

　

な
お
、ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、

防
災
行
政
無
線
に
て
周
知
し
、

警
察
に
お
い
て
も
目
撃
地
周
辺

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
て
い

る
。

＊　＊
原

＊　＊
市

＊　

　
防
災
行
政
無
線
の
使
用
料

に
つ
い
て

　
行
政
改
革
大
綱
改
定
の

検
討
項
目
に
す
る
予
定

　
問 

定
期
的
に
放
送
さ
れ
る
防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、自
治

体(

町)

が
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
為
の
当
然
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、使
用
料
は
必
要

な
い
の
で
は
。

　

ま
た
使
用
料
の
滞
納
が
発
生

す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
回
収
の
為
の
納
付
書
の
送

付
や
通
知
、人
件
費
な
ど
の
コ

ス
ト
を
考
え
る
と
無
償
化
し
て

も
良
い
の
で
は
。

町
長　
防
災
行
政
無
線
は
、昭

和
62
年
度
か
ら
整
備
し
平
成
元

年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

　

そ
し
て
、戸
別
無
線
設
備
の

貸
与
開
始
か
ら
、月
200
円
の
使

用
料
を
徴
収
開
始
。平
成
21
年

度
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
改
修
し
、現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

家
庭
の
戸
別
受
信
機
は
、他

市
町
の
一
部
地
域
も
含
め
る
と
、

下
関
市
以
外
の
市
町
で
概
ね
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、本
町
同
様

に
全
戸
に
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
、定
時
放
送
が
流
さ
れ
る
の

は
、周
防
大
島
町
の
み
で
あ
る
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、県
内

の
３
市
で
負
担
金
を
取
っ
て
受

信
機
を
貸
与
し
て
い
る
が
、月

額
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
市

町
は
他
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

使
用
料
は
、ほ
と
ん
ど
が
振

替
だ
が
、現
金
払
の
方
に
は
年

２
回
納
付
書
を
送
付
し
て
い
る
。

滞
納
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年

度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
過
年
度

分
で
20
件
ほ
ど
発
生
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、行
政

改
革
大
綱
の
改
定
の
検
討
項
目

に
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

通
信
用
機
器
に
つ
い
て
も
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
は

2
0
2
2
年
に
は
90.1
％
に
の
び
、

通
信
機
器
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

電
子
決
済
機
能
等
、利
便
性
が

向
上
し
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
は
ど
う
な
の
か
。現
在
、聴
覚

障
害
の
方
に
は
伝
え
ら
れ
な
い

が
、最
新
の
機
器
は
ど
の
様
に
進

化
し
、町
の
シ
ス
テ
ム
は
将
来
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
現
在
の
防
災
行
政
無
線

は
、平
成
22
年
４
月
の
運
用
開

始
か
ら
14
年
が
経
過
し
、操
作

卓
自
体
は
20
年
前
の
設
計
で
、

故
障
の
リ
ス
ク
も
高
く
、部
品

も
手
に
入
り
に
く
い
と
の
メ
ー

カ
ー
の
見
解
も
あ
る
。

　

そ
し
て
機
器
の
進
化
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
化
に
よ
る
操
作

性
の
向
上
や
、性
能
ア
ッ
プ
に

よ
る
信
頼
性
の
向
上
、災
害
現

場
等
へ
持
ち
出
せ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
の
操
作
卓
や
、操
作
卓
か

ら
１
回
の
操
作
で
防
災
行
政
無

線
の
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
登
録

メ
ー
ル
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
一
斉

配
信
や
配
信
先
の
選
択
も
可
能

に
な
る
。

　

た
だ
、私
と
し
て
は
、防
災
や

行
政
情
報
を
一
方
的
に
流
す
よ

り
も
、高
齢
社
会
に
対
応
す
る

双
方
向
の
設
備
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
で
、定
期

的
に
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
と
役
場
の
保
健
師
が
、画
面

を
通
し
て
会
話
を
し
、表
情
や

部
屋
の
様
子
、心
と
体
の
健
康

管
理
と
安
否
確
認
が
出
来
る
。

　

更
に
機
器
の
精
度
が
向
上
す

れ
ば
、本
町
の
新
た
な
医
療
分

野
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、利
用
者
に
応
じ
、電
話

型
端
末
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

を
利
活
用
し
、新
し
い
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
が
、防
災
行
政
無

線
に
代
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

　

今
年
度
策
定
予
定
の「
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」の
中
で
、し
っ
か
り

議
論
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

阿
武
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問　
現
状
の
町
保
育
園
の
保
育

士
の
数
と
園
児
の
数
、ま
た
条

例
改
正
に
よ
る
影
響
は
無
い
の

か
。

答　
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り

保
育
士
１
名
あ
た
り
に
対
す
る

園
児
の
数
が
20
名
か
ら
15
名
に

減
る
も
の
で
、当
面
の
間
、人
員

的
に
は
問
題
は
無
い
。

い
る「
里
山
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
」に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
進

捗
状
況
か
。　　
　
　
　
　
　
　

　

先
日
、住
民
か
ら
サ
ル
が
作
物

を
荒
ら
し
て
出
荷
出
来
ず
困
っ

て
い
る
と
話
が
あ
っ
た
。猟
友
会

員
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、他
市

町
村
で
は
、ハ
ン
タ
ー
と
し
て「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」を
募
集
し
て

い
る
。

　

ま
た
、サ
ル
が
出
て
い
る
時
に
、

住
民
と
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
ど
う
か
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
が

考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　
令
和
５
年
度
の
会
員
数

は
、奈
古
地
区
７
人
、福
賀
地
区

14
人
、宇
田
郷
地
区
は
１
人
増

え
て
５
人
、全
体
と
し
て
１
人

増
の
26
人
と
な
っ
て
い
る
。里

山
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
で
は
、

農
事
組
合
法
人
福
の
里
が
先
行

し
て「
地
域
ぐ
る
み
活
動
対
策

プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、鳥
獣
の

隠
れ
場
を
取
り
除
く
緩
衝
帯
、

草
刈
り
、侵
入
防
止
の
た
め
の

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ツ
シ
ュ
柵
の
設
置

等
の
計
画
を
し
て
い
る
。

　

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

で
は
、生
活
基
盤
が
脅
か
さ
れ

る
重
要
な
問
題
だ
が
、決
定
的

な
対
策
は
確
立
が
出
来
て
い
な

い
。地
道
な
追
い
払
い
に
よ
り
、

人
間
は
怖
い
も
の
だ
と
学
習
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

要
望　
本
町
で
問
題
な
く
と
も

他
市
町
で
は
法
改
正
に
よ
る
影

響
、保
育
士
不
足
が
起
こ
り
得

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

人
員
確
保
の
為
に
も
待
遇
な
ど

考
慮
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

物
品
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

問 

昨
年
、福
賀
分
団
の
車
両
更

新
で
指
摘
し
た
が
、道
路
冠
水

時
に
エ
ン
ジ
ン
が
水
没
し
な
い

様
、仕
様
を
変
更
で
き
な
い
か
。

答 

業
者
と
協
議
を
行
っ
た
が
、

そ
の
仕
様
が
無
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

山
口
県
後
期
高
齢
者

       

医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に

つ
い
て

問　
健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
す
る
か

ら
変
わ
る
の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。被

保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
か

ら
資
格
確
認
書
等
に
変
更
す
る
。

採
決　

賛
成
５
名　

反
対
１
名

と
な
り
、可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

令
和
６
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
回)

に
つ
い
て

問 

公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム

利
用
料
の
詳
細
は
。

答 

昨
年
度
更
新
し
た
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
の
旧
車
両

を
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

す
る
。年
数
は
経
っ
て
い
る
が
、走

行
距
離
が
少
な
い
た
め
、公
売
に

よ
る
販
売
を
行
う
。そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
利
用
料
で
あ
る
。

問 

保
育
所
運
営
費
の
損
害
金
の

内
容
は
。

答 

宇
田
郷
方
面
か
ら
の
通
園
送

迎
に
利
用
し
て
い
た
ワ
ゴ
ン
車
の

リ
ー
ス
解
約
金
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、小
さ
な
園
児
が
通
う

事
に
な
っ
た
が
、チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
。そ
の
為
、福
賀
方
面
か
ら
の

送
迎
便
と
同
じ
ミ
ニ
バ
ン
に
変
更

し
た
。

問 

衛
生
費
の
備
品
購
入
費
の

内
容
は
。

答 

未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
、

発
達
検
査
の
キ
ッ
ト
を
購
入
し

た
。現
在
、発
達
検
査
を
行
う
医

療
機
関
が
近
く
に
な
く
、検
査

を
受
け
る
に
は
、山
口
市
な
ど

へ
行
く
必
要
が
あ
る
。た
だ
町

で
は
、月
に
１
度
、公
認
心
理
士

に
来
て
頂
い
て
お
り
、そ
の
方

は
発
達
検
査
を
行
う
事
が
出
来

る
為
、町
で
キ
ッ
ト
を
購
入
し
、

心
理
士
さ
ん
に
検
査
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
問 

山
口
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
受
入
体
制
整

備
事
業
委
託
金
と
は
。

答　
旅
行
会
社
等
か
ら
提
案
を

頂
く
形
で
、町
内
で
の
新
た
な

観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
を
考

え
て
い
る
。５
月
末
に
県
か
ら

情
報
が
来
た
ば
か
り
で
、詳
細

は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
。補

助
に
関
し
て
は
、来
年
度
以
降

も
可
能
な
限
り
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
予
定
。

米津 高明 議員 
よねつ　たかあき

上村 萌那 議員 
かみむら　 もな

白松 靖之 議員 
しらまつ　やすゆき

一
般
質
問  

第
２
回
定
例
会    

６
月
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日
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副
町
長
と
総
務
課
長

の
兼
任
に
つ
い
て

　
問
題
は
な
く
、解
消
す

る
考
え
は
な
い

問 

特
別
職
で
あ
る
副
町
長
と
、

総
務
課
長
職
を「
総
務
課
長
事

務
取
扱
」と
言
う
名
で
兼
任
し

て
い
る
が
、総
務
課
は
全
体
の

要
で
あ
り
兼
任
を
解
消
し
て
総

務
課
長
を
置
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
平
成
の
大
合
併
時
に
単

独
町
制
の
道
を
選
び
、助
役
を

廃
止(

の
ち
に
地
方
自
治
法
改

正
で
副
町
長
と
な
る)

以
後
そ

の
職
を
置
か
な
か
っ
た
。

　

私
の
総
務
課
長
時
代
は
、副

町
長
的
な
職
務
や
総
務
課
・
企

画
課
部
門
の
職
務
を
こ
な
し
て

い
た
。こ
の
こ
と
で
副
町
長
の

総
務
課
長
兼
務
は
可
能
と
確
信

し
た
。

　

そ
し
て
、私
が
町
長
に
就
任

し
た
際
、危
機
管
理
を
含
め
た

指
揮
命
令
系
統
の
強
化
、町
長

不
在
時
の
意
思
決
定
機
能
や
職

務
代
理
、関
係
機
関
と
の
調
整
、

町
長
と
し
て
の
判
断
を
要
さ
な

い
事
案
の
決
定
な
ど
の
理
由
か

ら
副
町
長
を
置
い
た
。

　

こ
の
時
に
総
務
課
長
事
務
取

扱
、つ
ま
り
総
務
課
長
兼
務
と

し
た
。ま
た
、総
務
課
を「
企
画

部
門
」と「
総
務
部
門
」に
分
離

し
て
い
る
。

　

法
令
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、

行
政
事
務
は
主
幹
・
課
長
補
佐

が
、財
政
事
務
は
、係
長
が
行
っ

て
お
り
、出
張
等
で
は
、課
長
職

で
あ
る
主
幹
が
代
理
を
務
め
、

特
段
の
問
題
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
道
の
駅
阿
武
町
の
現
状

に
つ
い
て

　
新
駅
長
に
よ
る
新
し
い

経
営
体
制
を

問　
新
し
い
駅
長(

社
長)

が
就

任
し
て
２
カ
月
が
経
ち
、阿
武

町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見
て
い

る
の
か
。新
体
制
の
道
の
駅
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
取
っ
て
い
る
の
か
、任
せ
き

り
な
の
か
。

町
長　
道
の
駅
阿
武
町
の
設
置

者
は
阿
武
町
で
あ
る
が
、町
が

80
％
出
資
し
て
い
る(

株)

あ
ぶ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
管
理
委
託

し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、代
表

取
締
役
に
藤
村
憲
司
氏
が
就
任

し
、そ
し
て
運
営
の
一
体
性
を
持

た
せ
る
た
め
に
駅
長
も
兼
務
と

し
た
。

　

藤
村
氏
は
、こ
の
３
月
ま
で

道
の
駅
の
担
当
課
長
と
し
て
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
開
設
等
多
く
の
実
績
を
残
し
、

道
の
駅
の
関
連
組
織
に
も
精
通

し
、情
報
発
信
能
力
に
も
長
け

て
い
る
。

　

藤
村
氏
は「
こ
れ
ま
で
は
サ

ポ
ー
ト
側
で
あ
る
が
ゆ
え
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
っ

た
。今
後
は
矢
面
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

わ
く
わ
く
感
も
あ
る
」と
言
っ

て
お
り
、会
社
の
モ
ッ
ト
ー
と

し
て「
地
域
に
感
謝
さ
れ
る
こ

と
」「
地
域
に
愛
さ
れ
る
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、直

売
所
等
の
経
営
に
集
中
す
る
た

め
、直
営
か
ら
テ
ナ
ン
ト
方
式

に
切
り
替
え
を
検
討
。従
業
員

教
育
に
つ
い
て
も
、接
客
の
ク
オ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、ス

ト
レ
ス
軽
減
な
ど
働
き
方
改
革

も
考
え
る
な
ど
、新
社
長
の
カ

ラ
ー
を
出
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、定
期
取
締
役
会
・
道
の
駅

企
画
会
議
の
開
催
、ま
た
毎
月

15
日
に
は
町
長
室
で
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
長
の
方
針
に
つ
い
て

　
小
さ
い
阿
武
町
か
ら

　
　
大
き
な
教
育
成
果

　
　
　
を
発
信
し
て
い
く

問　
新
教
育
長
の
教
育
理
念
に

つ
い
て
。

教
育
長　
大
き
く
二
つ
の
こ
と

を
教
育
理
念
と
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、「
教
育
は
子
ど
も

た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い

う
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、「
教
育
の
力
こ
そ

が
地
方
創
生
の
鍵
を
握
る
」と

い
う
こ
と
。

　

そ
し
て
こ
の
二
つ
は
阿
武
町

が
教
育
目
標
に
掲
げ
る「
町
の

力
と
な
る
人
づ
く
り
」に
通
じ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
の
課
題
が
様
々
あ

る
な
か
で
、阿
武
町
の
学
校
教

育
の
重
点
項
目
は
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、一
つ
目

は
学
力
の
向
上
で
あ
り
、全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
学
校

の
使
命
で
あ
る
。　

　

同
時
に
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を

高
め
る
活
動
や
、教
員
の
授
業

力
向
上
、英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

二
つ
目
は
、不
登
校
対
策
。

今
年
度
、阿
武
小
学
校
内
に
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム(

教
育
支
援
セ

ン
タ
ー)

を
設
置
し
た
。不
登
校

の
兆
し
が
見
え
始
め
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
え
る
。

　

三
つ
目
は
、部
活
動
の
地
域

移
行
。大
き
な
方
向
性
は
決

ま
っ
た
が
、指
導
者
の
確
保
や

家
計
の
負
担
増
な
ど
、多
く
の

課
題
が
あ
る
。教
育
委
員
会
と

し
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
選
択

肢
を
増
や
す
た
め
に
も
、地
域

ぐ
る
み
で
の
お
力
添
え
を
頂
き

た
い
。

　

そ
の
他
、い
わ
ゆ
る「
小
１

ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
に
向
け
、今

年
度
は
保
育
園
か
ら
小
学
校
の

円
滑
な
接
続
の
た
め
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　問　

人
口
減
・
高
齢
化
の
な
か

で
の
社
会
教
育
の
進
め
方
に
つ

い
て
。

教
育
長　
今
年
度
も「
阿
武
町

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」、「
こ
ど
も

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
Ａ
Ｂ

Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
活

動
の
３
つ
の
柱
と
し
、社
会
教

育
の
活
性
化
を
図
る
。

　

参
加
者
の
減
少
を
理
由
に
中

止
・
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
新
た
な

社
会
教
育
の
進
め
方
を
模
索
し

て
い
く
。

＊　＊
村

＊　＊
西

＊　

　
福
賀
地
区
へ
の
町
営

　
　
住
宅
新
設
に
つ
い
て

　
期
待
に
応
え
ら
れ
る

　
　
　
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
た
い

問　
本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ

で
あ
る
農
業
は
、担
い
手
不
足

と
従
事
者
の
高
齢
化
と
い
う
深

刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

現
在
、町
内
各
農
業
法
人
で

は
、少
し
ず
つ
町
内
外
か
ら
の

担
い
手
の
確
保
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、住
宅
が
不
足
し
て

お
り
、空
き
家
の
利
用
も
考
え

ら
れ
る
が
、単
身
者
に
と
っ
て

は
広
す
ぎ
る
物
件
が
多
く
、利

用
し
づ
ら
い
一
面
が
あ
る
。

　

担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
、

公
営
住
宅
の
新
設
が
出
来
な
い

か
。

町
長　
町
内
公
営
住
宅
の
入
居

状
況
は
、奈
古
地
区
が
、全
66
戸

中
入
居
済
み
が
61
戸
で
、入
居

率
92.4
％
、福
賀
地
区
で
は
、６
戸

中
６
戸
で
100
％
と
、宇
田
郷
地

区
に
つ
い
て
は
、２
戸
中
１
戸
で

50
％
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

は
、農
業
者
や
農
業
を
目
指
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
、居
住
専
用

の
町
営
住
宅
で
は
な
く
、倉
庫

や
納
屋
や
物
置
が
あ
る「
農
家

様
式
」の
空
き
家
を
紹
介
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、近
年
の
働
き

方
の
多
様
化
も
あ
り
、最
初
か

ら
倉
庫
や
納
屋
の
あ
る
空
き
家

を
借
り
て
農
業
を
始
め
る
と
い

う
の
は
、か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
感
じ
る
方
も
い
る
。

　

例
え
ば
、一
時
的
に
町
営
住

宅
を
借
り
て
移
住
し
、お
試
し

的
に
農
業
を
始
め
、そ
の
後
本

格
的
に
農
業
を
や
る
意
思
が
固

ま
れ
ば
、倉
庫
や
納
屋
の
あ
る

農
家
様
式
の
空
き
家
に
引
っ
越

す
対
応
が
出
来
れ
ば
、農
業
者

に
よ
る
町
営
住
宅
の
需
要
は
一

層
高
ま
る
。

　

従
っ
て
、福
賀
地
区
へ
の
住

宅
確
保
に
つ
い
て
は
、期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
前
向
き
に
検

討
す
る
。

問
　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
駐
車
場

増
設
に
つ
い
て

　
年
度
中
に
適
地
を
見

つ
け
て
整
備
し
た
い

問　
2
0
1
7
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
援
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、援
農
と
関

係
人
口
の
創
出
、ひ
い
て
は
移

住
・
定
住
へ
結
び
付
く
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
。

　

実
際
に
、福
賀
・
宇
田
郷
地
区

へ
３
名
定
住
と
い
う
成
果
が
出

て
い
る
。

　

今
年
度
よ
り
利
用
が
開
始
さ

れ
た
宇
生
賀
中
央
自
治
会
の
三

和
地
区
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
へ
、男

性
４
名
女
性
３
名
が
生
活
し
て

い
る
。先
日
、関
係
者
か
ら
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

十
分
と
れ
な
い
と
い
う
意
見
を

聞
い
た
。

　

今
後
の
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
発
展
と

充
実
、ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
生
活

環
境
の
改
善
に
向
け
駐
車
場
の

増
設
は
出
来
な
い
か
。

町
長　
新
た
な
農
業
支
援
と
し

て
、農
繁
期
に
農
家
で
短
期
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
、１
／
４

ワ
ー
ク
ス
援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
お
り
、利
用
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
最
近
は
、農
業
専
門
の

派
遣
会
社
ア
グ
リ
ナ
ジ
カ
ン
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、参
加

者
が
増
え
、住
居
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、昨
年
度
、宇
生

賀
中
央
自
治
会
の
三
和
地
区
に
、

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

「
福
賀
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」を
整
備

し
た
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、現
在
近
場
で
駐
車

が
出
来
る
よ
う
な
空
き
地
等
を

探
し
て
い
る
の
で
、こ
の
件
に
つ

い
て
は
、今
年
度
中
に
適
地
を

見
つ
け
て
整
備
し
た
い
。

＊　＊
村

＊　＊
上

＊　

　　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
方
向
は

　
住
民
自
ら
が
主
体
性
、

目
的
意
識
を
持
つ
事
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る

問　
阿
武
町
地
域
づ
く
り
団
体

活
動
支
援
事
業
を
活
用
す
る
に

は
、何
を
す
れ
ば
い
い
か
。

町
長　
広
報
あ
ぶ
４
月
号
に
掲

載
し
て
い
る
が
、地
域
の
課
題

解
決
や
活
性
化
を
目
的
に
、町

民
の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、経
費
の
１
／
２
、10
万

円
を
上
限
に
補
助
す
る
事
業
で

あ
る
。

　

要
綱
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
細
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
て

欲
し
い
。

　

予
算
枠
を
超
え
る
よ
う
な
反

響
が
あ
れ
ば
、補
正
予
算
対
応

も
考
え
る
。

問　
折
角
の
良
い
事
業
だ
が
Ｐ

Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
。関
連
の

セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
の
予
定
は

な
い
か
。

町
長　
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
番
組
等
で
周
知
し
て
い
る

が
、再
放
送
を
含
め
検
討
す
る
。

　

講
習
会
は
、町
内
開
催
や
他

市
町
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
に

あ
っ
た
企
画
を
考
え
、住
民
主

体
、目
的
意
識
を
持
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
事
業
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
自
治
会
が
対
象
外
な
の

は
、自
治
会
総
合
交
付
金
を
用

意
し
て
い
る
た
め
で
、そ
ち
ら

を
活
用
し
て
欲
し
い
。

問　
地
域
お
こ
し
に
関
し
て

「
町
は
金
だ
け
出
し
て
口
を
出

さ
な
け
れ
ば
い
い
も
の
に
な

る
。」と
鼻
息
の
荒
い
意
見
を
聞

く
事
も
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
地
元
に
自
信
を
持

ち
、誇
り
に
感
じ
て
い
る
人
が

い
る
。潜
在
的
な
魅
力
あ
る
人

材
、資
源
、埋
も
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
活
か
す
事
が
今
後
の
展
開
と

し
て
大
切
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
と
し
て
も
そ
れ
く
ら

い
気
概
を
持
っ
て
の
実
行
が
望

ま
し
い
と
思
う
。色
々
な
ア
イ
デ

ア
の
中
で
、地
域
の
問
題
解
決

や
、活
性
化
等
に
大
き
く
貢
献

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
費
の
拡
大
も
大
い
に
あ
り

得
る
。

　

今
年
度
は
行
革
大
綱
を
見
直

す
こ
と
に
し
て
い
る
が
、い
ず
れ
、

現
在
の
３
地
区
の
祭
り
に
つ
い

て
も
、単
に
一
律
50
万
円
を
補

助
す
る
だ
け
で
な
く
、例
え
ば

今
回
の
補
助
事
業
の
中
で
、

イ
ベ
ン
ト
の
規
模
、経
費
の
内
容
、

活
性
化
の
貢
献
度
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、補
助
額
を
決
定
す
る

よ
う
な
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

問　
3
千
人
規
模
の
小
さ
な
町

で
あ
り
、移
住
者
を
受
け
入
れ

て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、地

元
民
が
今
一
度
地
元
に
誇
り
を

感
じ
、発
信
す
る
事
が
大
切
な

時
期
で
は
な
い
か
。地
元
民
の

発
信
に
共
鳴
し
て
移
住
定
住
し

て
も
ら
う
事
が
最
も
大
切
だ
。

　

そ
う
す
れ
ば
、地
域
の
風
土

や
歴
史
は
つ
な
が
っ
て
行
く
。

町
長　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、考
え
方

の
方
向
、ベ
ク
ト
ル
は
私
も
同

じ
だ
。

　

魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
、発

信
こ
そ
が
、Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
方
々
が
阿
武
町

を
選
択
す
る
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
愛

の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。阿
武

町
が
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
名

指
し
さ
れ
る
中
、こ
れ
に
打
ち

勝
ち
、結
果
と
し
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。 

　　
う
お
な
の
郷
閉
店
後
の         

買
い
物
支
援

及
び
宇
田
郷
地
区
の

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
か
ら
の
切
実
な
要

望
等
は
、可
能
で
あ
れ
ば

事
業
化
し
全
力
で
支
援
し

て
い
く

問　
う
お
な
の
郷
は
、平
成
29
年

６
月
１
日
か
ら
農
協
漁
協
の
共

同
店
舗
と
し
て
営
業
し
て
い
た

が
、令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ

て
閉
店
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、週
２
回
の
移
動
販

売
車
と
注
文
書
で
の
対
応
、ま

た
、新
た
に
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

夫
婦
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
開
業
、

阿
武
町
と
し
て
は
町
内
交
通
機

関
の
運
賃
改
定
、社
会
福
祉
協

議
会
で
は
阿
武
町
有
償
在
宅

サ
ー
ビ
ス
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

 

し
か
し
高
齢
者
は
５
年
間
で

2.75
％
の
増
、益
々
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
、今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
う
お
な
の
郷
の
閉
店
後
、

西
村
議
員
自
ら
が
地
区
関
係
者

へ
心
配
事
・
困
り
事
の
聞
き
と

り
、地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

た
会
議
を
２
月
と
５
月
に
開
催
、

地
域
内
の
世
代
を
超
え
た
意
見

交
換
や
交
流
会
な
ど
、す
ば
ら

し
い
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、地
域
の
問
題
点
を
自

ら
考
え
、自
助
、互
助
で
解
決
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
、そ

し
て
そ
れ
が
出
来
な
い
こ
と
を

町
に
要
望
い
た
だ
く
、こ
の
こ

と
が
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
と
考
え
て
い
る
。　

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
鳥
獣
害
か
ら
生
活
を

守
る
た
め
、猟
友
会
と
の

連
携
は
も
と
よ
り
、防
災

行
政
無
線
放
送
に
て
迅

速
に
周
知
し
て
い
く

問　
全
国
で
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な

ど
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、ク
マ
の

出
没
な
ど
で
死
傷
者
の
事
故
が

多
数
発
生
し
て
い
る
。

　

昨
年
、令
和
５
年
第
２
回
議
会

定
例
会
に
お
い
て
質
問
し
た
が
、

猟
友
会
員
の
増
減
数
は
ど
う
か
。

  

ま
た
、山
口
県
萩
農
林
水
産
事

務
所
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

を
鳥
獣
駆
除
の
ハ
ン
タ
ー
と
し

て
の
雇
用
は
、任
期
を
終
え
た

後
に
、地
域
と
の
連
携
が
う
ま

く
出
来
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

　

な
お
、ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、

防
災
行
政
無
線
に
て
周
知
し
、

警
察
に
お
い
て
も
目
撃
地
周
辺

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
て
い

る
。

＊　＊
原

＊　＊
市

＊　

　
防
災
行
政
無
線
の
使
用
料

に
つ
い
て

　
行
政
改
革
大
綱
改
定
の

検
討
項
目
に
す
る
予
定

　
問 

定
期
的
に
放
送
さ
れ
る
防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、自
治

体(

町)

が
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
為
の
当
然
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、使
用
料
は
必
要

な
い
の
で
は
。

　

ま
た
使
用
料
の
滞
納
が
発
生

す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
回
収
の
為
の
納
付
書
の
送

付
や
通
知
、人
件
費
な
ど
の
コ

ス
ト
を
考
え
る
と
無
償
化
し
て

も
良
い
の
で
は
。

町
長　
防
災
行
政
無
線
は
、昭

和
62
年
度
か
ら
整
備
し
平
成
元

年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

　

そ
し
て
、戸
別
無
線
設
備
の

貸
与
開
始
か
ら
、月
200
円
の
使

用
料
を
徴
収
開
始
。平
成
21
年

度
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
改
修
し
、現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

家
庭
の
戸
別
受
信
機
は
、他

市
町
の
一
部
地
域
も
含
め
る
と
、

下
関
市
以
外
の
市
町
で
概
ね
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、本
町
同
様

に
全
戸
に
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
、定
時
放
送
が
流
さ
れ
る
の

は
、周
防
大
島
町
の
み
で
あ
る
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、県
内

の
３
市
で
負
担
金
を
取
っ
て
受

信
機
を
貸
与
し
て
い
る
が
、月

額
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
市

町
は
他
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

使
用
料
は
、ほ
と
ん
ど
が
振

替
だ
が
、現
金
払
の
方
に
は
年

２
回
納
付
書
を
送
付
し
て
い
る
。

滞
納
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年

度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
過
年
度

分
で
20
件
ほ
ど
発
生
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、行
政

改
革
大
綱
の
改
定
の
検
討
項
目

に
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

通
信
用
機
器
に
つ
い
て
も
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
は

2
0
2
2
年
に
は
90.1
％
に
の
び
、

通
信
機
器
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

電
子
決
済
機
能
等
、利
便
性
が

向
上
し
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
は
ど
う
な
の
か
。現
在
、聴
覚

障
害
の
方
に
は
伝
え
ら
れ
な
い

が
、最
新
の
機
器
は
ど
の
様
に
進

化
し
、町
の
シ
ス
テ
ム
は
将
来
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
現
在
の
防
災
行
政
無
線

は
、平
成
22
年
４
月
の
運
用
開

始
か
ら
14
年
が
経
過
し
、操
作

卓
自
体
は
20
年
前
の
設
計
で
、

故
障
の
リ
ス
ク
も
高
く
、部
品

も
手
に
入
り
に
く
い
と
の
メ
ー

カ
ー
の
見
解
も
あ
る
。

　

そ
し
て
機
器
の
進
化
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
化
に
よ
る
操
作

性
の
向
上
や
、性
能
ア
ッ
プ
に

よ
る
信
頼
性
の
向
上
、災
害
現

場
等
へ
持
ち
出
せ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
の
操
作
卓
や
、操
作
卓
か

ら
１
回
の
操
作
で
防
災
行
政
無

線
の
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
登
録

メ
ー
ル
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
一
斉

配
信
や
配
信
先
の
選
択
も
可
能

に
な
る
。

　

た
だ
、私
と
し
て
は
、防
災
や

行
政
情
報
を
一
方
的
に
流
す
よ

り
も
、高
齢
社
会
に
対
応
す
る

双
方
向
の
設
備
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
で
、定
期

的
に
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
と
役
場
の
保
健
師
が
、画
面

を
通
し
て
会
話
を
し
、表
情
や

部
屋
の
様
子
、心
と
体
の
健
康

管
理
と
安
否
確
認
が
出
来
る
。

　

更
に
機
器
の
精
度
が
向
上
す

れ
ば
、本
町
の
新
た
な
医
療
分

野
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、利
用
者
に
応
じ
、電
話

型
端
末
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

を
利
活
用
し
、新
し
い
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
が
、防
災
行
政
無

線
に
代
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

　

今
年
度
策
定
予
定
の「
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」の
中
で
、し
っ
か
り

議
論
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

阿
武
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問　
現
状
の
町
保
育
園
の
保
育

士
の
数
と
園
児
の
数
、ま
た
条

例
改
正
に
よ
る
影
響
は
無
い
の

か
。

答　
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り

保
育
士
１
名
あ
た
り
に
対
す
る

園
児
の
数
が
20
名
か
ら
15
名
に

減
る
も
の
で
、当
面
の
間
、人
員

的
に
は
問
題
は
無
い
。

い
る「
里
山
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
」に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
進

捗
状
況
か
。　　
　
　
　
　
　
　

　

先
日
、住
民
か
ら
サ
ル
が
作
物

を
荒
ら
し
て
出
荷
出
来
ず
困
っ

て
い
る
と
話
が
あ
っ
た
。猟
友
会

員
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、他
市

町
村
で
は
、ハ
ン
タ
ー
と
し
て「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」を
募
集
し
て

い
る
。

　

ま
た
、サ
ル
が
出
て
い
る
時
に
、

住
民
と
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
ど
う
か
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
が

考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　
令
和
５
年
度
の
会
員
数

は
、奈
古
地
区
７
人
、福
賀
地
区

14
人
、宇
田
郷
地
区
は
１
人
増

え
て
５
人
、全
体
と
し
て
１
人

増
の
26
人
と
な
っ
て
い
る
。里

山
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
で
は
、

農
事
組
合
法
人
福
の
里
が
先
行

し
て「
地
域
ぐ
る
み
活
動
対
策

プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、鳥
獣
の

隠
れ
場
を
取
り
除
く
緩
衝
帯
、

草
刈
り
、侵
入
防
止
の
た
め
の

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ツ
シ
ュ
柵
の
設
置

等
の
計
画
を
し
て
い
る
。

　

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

で
は
、生
活
基
盤
が
脅
か
さ
れ

る
重
要
な
問
題
だ
が
、決
定
的

な
対
策
は
確
立
が
出
来
て
い
な

い
。地
道
な
追
い
払
い
に
よ
り
、

人
間
は
怖
い
も
の
だ
と
学
習
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

要
望　
本
町
で
問
題
な
く
と
も

他
市
町
で
は
法
改
正
に
よ
る
影

響
、保
育
士
不
足
が
起
こ
り
得

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

人
員
確
保
の
為
に
も
待
遇
な
ど

考
慮
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

物
品
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

問 

昨
年
、福
賀
分
団
の
車
両
更

新
で
指
摘
し
た
が
、道
路
冠
水

時
に
エ
ン
ジ
ン
が
水
没
し
な
い

様
、仕
様
を
変
更
で
き
な
い
か
。

答 

業
者
と
協
議
を
行
っ
た
が
、

そ
の
仕
様
が
無
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

山
口
県
後
期
高
齢
者

       

医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に

つ
い
て

問　
健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
す
る
か

ら
変
わ
る
の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。被

保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
か

ら
資
格
確
認
書
等
に
変
更
す
る
。

採
決　

賛
成
５
名　

反
対
１
名

と
な
り
、可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

令
和
６
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
回)

に
つ
い
て

問 

公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム

利
用
料
の
詳
細
は
。

答 

昨
年
度
更
新
し
た
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
の
旧
車
両

を
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

す
る
。年
数
は
経
っ
て
い
る
が
、走

行
距
離
が
少
な
い
た
め
、公
売
に

よ
る
販
売
を
行
う
。そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
利
用
料
で
あ
る
。

問 

保
育
所
運
営
費
の
損
害
金
の

内
容
は
。

答 

宇
田
郷
方
面
か
ら
の
通
園
送

迎
に
利
用
し
て
い
た
ワ
ゴ
ン
車
の

リ
ー
ス
解
約
金
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、小
さ
な
園
児
が
通
う

事
に
な
っ
た
が
、チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
。そ
の
為
、福
賀
方
面
か
ら
の

送
迎
便
と
同
じ
ミ
ニ
バ
ン
に
変
更

し
た
。

問 

衛
生
費
の
備
品
購
入
費
の

内
容
は
。

答 

未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
、

発
達
検
査
の
キ
ッ
ト
を
購
入
し

た
。現
在
、発
達
検
査
を
行
う
医

療
機
関
が
近
く
に
な
く
、検
査

を
受
け
る
に
は
、山
口
市
な
ど

へ
行
く
必
要
が
あ
る
。た
だ
町

で
は
、月
に
１
度
、公
認
心
理
士

に
来
て
頂
い
て
お
り
、そ
の
方

は
発
達
検
査
を
行
う
事
が
出
来

る
為
、町
で
キ
ッ
ト
を
購
入
し
、

心
理
士
さ
ん
に
検
査
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
問 

山
口
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
受
入
体
制
整

備
事
業
委
託
金
と
は
。

答　
旅
行
会
社
等
か
ら
提
案
を

頂
く
形
で
、町
内
で
の
新
た
な

観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
を
考

え
て
い
る
。５
月
末
に
県
か
ら

情
報
が
来
た
ば
か
り
で
、詳
細

は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
。補

助
に
関
し
て
は
、来
年
度
以
降

も
可
能
な
限
り
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
予
定
。

市原  旭 議員 
いちはら  あきら

西村 容子 議員 
にしむら    ようこ
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副
町
長
と
総
務
課
長

の
兼
任
に
つ
い
て

　
問
題
は
な
く
、解
消
す

る
考
え
は
な
い

問 

特
別
職
で
あ
る
副
町
長
と
、

総
務
課
長
職
を「
総
務
課
長
事

務
取
扱
」と
言
う
名
で
兼
任
し

て
い
る
が
、総
務
課
は
全
体
の

要
で
あ
り
兼
任
を
解
消
し
て
総

務
課
長
を
置
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
平
成
の
大
合
併
時
に
単

独
町
制
の
道
を
選
び
、助
役
を

廃
止(

の
ち
に
地
方
自
治
法
改

正
で
副
町
長
と
な
る)

以
後
そ

の
職
を
置
か
な
か
っ
た
。

　

私
の
総
務
課
長
時
代
は
、副

町
長
的
な
職
務
や
総
務
課
・
企

画
課
部
門
の
職
務
を
こ
な
し
て

い
た
。こ
の
こ
と
で
副
町
長
の

総
務
課
長
兼
務
は
可
能
と
確
信

し
た
。

　

そ
し
て
、私
が
町
長
に
就
任

し
た
際
、危
機
管
理
を
含
め
た

指
揮
命
令
系
統
の
強
化
、町
長

不
在
時
の
意
思
決
定
機
能
や
職

務
代
理
、関
係
機
関
と
の
調
整
、

町
長
と
し
て
の
判
断
を
要
さ
な

い
事
案
の
決
定
な
ど
の
理
由
か

ら
副
町
長
を
置
い
た
。

　

こ
の
時
に
総
務
課
長
事
務
取

扱
、つ
ま
り
総
務
課
長
兼
務
と

し
た
。ま
た
、総
務
課
を「
企
画

部
門
」と「
総
務
部
門
」に
分
離

し
て
い
る
。

　

法
令
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、

行
政
事
務
は
主
幹
・
課
長
補
佐

が
、財
政
事
務
は
、係
長
が
行
っ

て
お
り
、出
張
等
で
は
、課
長
職

で
あ
る
主
幹
が
代
理
を
務
め
、

特
段
の
問
題
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
道
の
駅
阿
武
町
の
現
状

に
つ
い
て

　
新
駅
長
に
よ
る
新
し
い

経
営
体
制
を

問　
新
し
い
駅
長(

社
長)

が
就

任
し
て
２
カ
月
が
経
ち
、阿
武

町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見
て
い

る
の
か
。新
体
制
の
道
の
駅
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
取
っ
て
い
る
の
か
、任
せ
き

り
な
の
か
。

町
長　
道
の
駅
阿
武
町
の
設
置

者
は
阿
武
町
で
あ
る
が
、町
が

80
％
出
資
し
て
い
る(

株)

あ
ぶ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
管
理
委
託

し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、代
表

取
締
役
に
藤
村
憲
司
氏
が
就
任

し
、そ
し
て
運
営
の
一
体
性
を
持

た
せ
る
た
め
に
駅
長
も
兼
務
と

し
た
。

　

藤
村
氏
は
、こ
の
３
月
ま
で

道
の
駅
の
担
当
課
長
と
し
て
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
開
設
等
多
く
の
実
績
を
残
し
、

道
の
駅
の
関
連
組
織
に
も
精
通

し
、情
報
発
信
能
力
に
も
長
け

て
い
る
。

　

藤
村
氏
は「
こ
れ
ま
で
は
サ

ポ
ー
ト
側
で
あ
る
が
ゆ
え
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
っ

た
。今
後
は
矢
面
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

わ
く
わ
く
感
も
あ
る
」と
言
っ

て
お
り
、会
社
の
モ
ッ
ト
ー
と

し
て「
地
域
に
感
謝
さ
れ
る
こ

と
」「
地
域
に
愛
さ
れ
る
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、直

売
所
等
の
経
営
に
集
中
す
る
た

め
、直
営
か
ら
テ
ナ
ン
ト
方
式

に
切
り
替
え
を
検
討
。従
業
員

教
育
に
つ
い
て
も
、接
客
の
ク
オ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、ス

ト
レ
ス
軽
減
な
ど
働
き
方
改
革

も
考
え
る
な
ど
、新
社
長
の
カ

ラ
ー
を
出
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、定
期
取
締
役
会
・
道
の
駅

企
画
会
議
の
開
催
、ま
た
毎
月

15
日
に
は
町
長
室
で
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
長
の
方
針
に
つ
い
て

　
小
さ
い
阿
武
町
か
ら

　
　
大
き
な
教
育
成
果

　
　
　
を
発
信
し
て
い
く

問　
新
教
育
長
の
教
育
理
念
に

つ
い
て
。

教
育
長　
大
き
く
二
つ
の
こ
と

を
教
育
理
念
と
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、「
教
育
は
子
ど
も

た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い

う
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、「
教
育
の
力
こ
そ

が
地
方
創
生
の
鍵
を
握
る
」と

い
う
こ
と
。

　

そ
し
て
こ
の
二
つ
は
阿
武
町

が
教
育
目
標
に
掲
げ
る「
町
の

力
と
な
る
人
づ
く
り
」に
通
じ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
の
課
題
が
様
々
あ

る
な
か
で
、阿
武
町
の
学
校
教

育
の
重
点
項
目
は
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、一
つ
目

は
学
力
の
向
上
で
あ
り
、全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
学
校

の
使
命
で
あ
る
。　

　

同
時
に
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を

高
め
る
活
動
や
、教
員
の
授
業

力
向
上
、英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

二
つ
目
は
、不
登
校
対
策
。

今
年
度
、阿
武
小
学
校
内
に
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム(

教
育
支
援
セ

ン
タ
ー)

を
設
置
し
た
。不
登
校

の
兆
し
が
見
え
始
め
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
え
る
。

　

三
つ
目
は
、部
活
動
の
地
域

移
行
。大
き
な
方
向
性
は
決

ま
っ
た
が
、指
導
者
の
確
保
や

家
計
の
負
担
増
な
ど
、多
く
の

課
題
が
あ
る
。教
育
委
員
会
と

し
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
選
択

肢
を
増
や
す
た
め
に
も
、地
域

ぐ
る
み
で
の
お
力
添
え
を
頂
き

た
い
。

　

そ
の
他
、い
わ
ゆ
る「
小
１

ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
に
向
け
、今

年
度
は
保
育
園
か
ら
小
学
校
の

円
滑
な
接
続
の
た
め
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　問　

人
口
減
・
高
齢
化
の
な
か

で
の
社
会
教
育
の
進
め
方
に
つ

い
て
。

教
育
長　
今
年
度
も「
阿
武
町

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」、「
こ
ど
も

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
Ａ
Ｂ

Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
活

動
の
３
つ
の
柱
と
し
、社
会
教

育
の
活
性
化
を
図
る
。

　

参
加
者
の
減
少
を
理
由
に
中

止
・
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
新
た
な

社
会
教
育
の
進
め
方
を
模
索
し

て
い
く
。

＊　＊
村

＊　＊
西

＊　

　
福
賀
地
区
へ
の
町
営

　
　
住
宅
新
設
に
つ
い
て

　
期
待
に
応
え
ら
れ
る

　
　
　
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
た
い

問　
本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ

で
あ
る
農
業
は
、担
い
手
不
足

と
従
事
者
の
高
齢
化
と
い
う
深

刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

現
在
、町
内
各
農
業
法
人
で

は
、少
し
ず
つ
町
内
外
か
ら
の

担
い
手
の
確
保
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、住
宅
が
不
足
し
て

お
り
、空
き
家
の
利
用
も
考
え

ら
れ
る
が
、単
身
者
に
と
っ
て

は
広
す
ぎ
る
物
件
が
多
く
、利

用
し
づ
ら
い
一
面
が
あ
る
。

　

担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
、

公
営
住
宅
の
新
設
が
出
来
な
い

か
。

町
長　
町
内
公
営
住
宅
の
入
居

状
況
は
、奈
古
地
区
が
、全
66
戸

中
入
居
済
み
が
61
戸
で
、入
居

率
92.4
％
、福
賀
地
区
で
は
、６
戸

中
６
戸
で
100
％
と
、宇
田
郷
地

区
に
つ
い
て
は
、２
戸
中
１
戸
で

50
％
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

は
、農
業
者
や
農
業
を
目
指
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
、居
住
専
用

の
町
営
住
宅
で
は
な
く
、倉
庫

や
納
屋
や
物
置
が
あ
る「
農
家

様
式
」の
空
き
家
を
紹
介
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、近
年
の
働
き

方
の
多
様
化
も
あ
り
、最
初
か

ら
倉
庫
や
納
屋
の
あ
る
空
き
家

を
借
り
て
農
業
を
始
め
る
と
い

う
の
は
、か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
感
じ
る
方
も
い
る
。

　

例
え
ば
、一
時
的
に
町
営
住

宅
を
借
り
て
移
住
し
、お
試
し

的
に
農
業
を
始
め
、そ
の
後
本

格
的
に
農
業
を
や
る
意
思
が
固

ま
れ
ば
、倉
庫
や
納
屋
の
あ
る

農
家
様
式
の
空
き
家
に
引
っ
越

す
対
応
が
出
来
れ
ば
、農
業
者

に
よ
る
町
営
住
宅
の
需
要
は
一

層
高
ま
る
。

　

従
っ
て
、福
賀
地
区
へ
の
住

宅
確
保
に
つ
い
て
は
、期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
前
向
き
に
検

討
す
る
。

問
　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
駐
車
場

増
設
に
つ
い
て

　
年
度
中
に
適
地
を
見

つ
け
て
整
備
し
た
い

問　
2
0
1
7
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
援
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、援
農
と
関

係
人
口
の
創
出
、ひ
い
て
は
移

住
・
定
住
へ
結
び
付
く
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
。

　

実
際
に
、福
賀
・
宇
田
郷
地
区

へ
３
名
定
住
と
い
う
成
果
が
出

て
い
る
。

　

今
年
度
よ
り
利
用
が
開
始
さ

れ
た
宇
生
賀
中
央
自
治
会
の
三

和
地
区
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
へ
、男

性
４
名
女
性
３
名
が
生
活
し
て

い
る
。先
日
、関
係
者
か
ら
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

十
分
と
れ
な
い
と
い
う
意
見
を

聞
い
た
。

　

今
後
の
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
発
展
と

充
実
、ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
生
活

環
境
の
改
善
に
向
け
駐
車
場
の

増
設
は
出
来
な
い
か
。

町
長　
新
た
な
農
業
支
援
と
し

て
、農
繁
期
に
農
家
で
短
期
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
、１
／
４

ワ
ー
ク
ス
援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
お
り
、利
用
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
最
近
は
、農
業
専
門
の

派
遣
会
社
ア
グ
リ
ナ
ジ
カ
ン
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、参
加

者
が
増
え
、住
居
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、昨
年
度
、宇
生

賀
中
央
自
治
会
の
三
和
地
区
に
、

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

「
福
賀
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」を
整
備

し
た
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、現
在
近
場
で
駐
車

が
出
来
る
よ
う
な
空
き
地
等
を

探
し
て
い
る
の
で
、こ
の
件
に
つ

い
て
は
、今
年
度
中
に
適
地
を

見
つ
け
て
整
備
し
た
い
。

＊　＊
村

＊　＊
上

＊　

　　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
方
向
は

　
住
民
自
ら
が
主
体
性
、

目
的
意
識
を
持
つ
事
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る

問　
阿
武
町
地
域
づ
く
り
団
体

活
動
支
援
事
業
を
活
用
す
る
に

は
、何
を
す
れ
ば
い
い
か
。

町
長　
広
報
あ
ぶ
４
月
号
に
掲

載
し
て
い
る
が
、地
域
の
課
題

解
決
や
活
性
化
を
目
的
に
、町

民
の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、経
費
の
１
／
２
、10
万

円
を
上
限
に
補
助
す
る
事
業
で

あ
る
。

　

要
綱
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
細
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
て

欲
し
い
。

　

予
算
枠
を
超
え
る
よ
う
な
反

響
が
あ
れ
ば
、補
正
予
算
対
応

も
考
え
る
。

問　
折
角
の
良
い
事
業
だ
が
Ｐ

Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
。関
連
の

セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
の
予
定
は

な
い
か
。

町
長　
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
番
組
等
で
周
知
し
て
い
る

が
、再
放
送
を
含
め
検
討
す
る
。

　

講
習
会
は
、町
内
開
催
や
他

市
町
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
に

あ
っ
た
企
画
を
考
え
、住
民
主

体
、目
的
意
識
を
持
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
事
業
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
自
治
会
が
対
象
外
な
の

は
、自
治
会
総
合
交
付
金
を
用

意
し
て
い
る
た
め
で
、そ
ち
ら

を
活
用
し
て
欲
し
い
。

問　
地
域
お
こ
し
に
関
し
て

「
町
は
金
だ
け
出
し
て
口
を
出

さ
な
け
れ
ば
い
い
も
の
に
な

る
。」と
鼻
息
の
荒
い
意
見
を
聞

く
事
も
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
地
元
に
自
信
を
持

ち
、誇
り
に
感
じ
て
い
る
人
が

い
る
。潜
在
的
な
魅
力
あ
る
人

材
、資
源
、埋
も
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
活
か
す
事
が
今
後
の
展
開
と

し
て
大
切
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
と
し
て
も
そ
れ
く
ら

い
気
概
を
持
っ
て
の
実
行
が
望

ま
し
い
と
思
う
。色
々
な
ア
イ
デ

ア
の
中
で
、地
域
の
問
題
解
決

や
、活
性
化
等
に
大
き
く
貢
献

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
費
の
拡
大
も
大
い
に
あ
り

得
る
。

　

今
年
度
は
行
革
大
綱
を
見
直

す
こ
と
に
し
て
い
る
が
、い
ず
れ
、

現
在
の
３
地
区
の
祭
り
に
つ
い

て
も
、単
に
一
律
50
万
円
を
補

助
す
る
だ
け
で
な
く
、例
え
ば

今
回
の
補
助
事
業
の
中
で
、

イ
ベ
ン
ト
の
規
模
、経
費
の
内
容
、

活
性
化
の
貢
献
度
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、補
助
額
を
決
定
す
る

よ
う
な
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

問　
3
千
人
規
模
の
小
さ
な
町

で
あ
り
、移
住
者
を
受
け
入
れ

て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、地

元
民
が
今
一
度
地
元
に
誇
り
を

感
じ
、発
信
す
る
事
が
大
切
な

時
期
で
は
な
い
か
。地
元
民
の

発
信
に
共
鳴
し
て
移
住
定
住
し

て
も
ら
う
事
が
最
も
大
切
だ
。

　

そ
う
す
れ
ば
、地
域
の
風
土

や
歴
史
は
つ
な
が
っ
て
行
く
。

町
長　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、考
え
方

の
方
向
、ベ
ク
ト
ル
は
私
も
同

じ
だ
。

　

魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
、発

信
こ
そ
が
、Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
方
々
が
阿
武
町

を
選
択
す
る
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
愛

の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。阿
武

町
が
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
名

指
し
さ
れ
る
中
、こ
れ
に
打
ち

勝
ち
、結
果
と
し
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。 

　　
う
お
な
の
郷
閉
店
後
の         

買
い
物
支
援

及
び
宇
田
郷
地
区
の

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
か
ら
の
切
実
な
要

望
等
は
、可
能
で
あ
れ
ば

事
業
化
し
全
力
で
支
援
し

て
い
く

問　
う
お
な
の
郷
は
、平
成
29
年

６
月
１
日
か
ら
農
協
漁
協
の
共

同
店
舗
と
し
て
営
業
し
て
い
た

が
、令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ

て
閉
店
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、週
２
回
の
移
動
販

売
車
と
注
文
書
で
の
対
応
、ま

た
、新
た
に
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

夫
婦
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
開
業
、

阿
武
町
と
し
て
は
町
内
交
通
機

関
の
運
賃
改
定
、社
会
福
祉
協

議
会
で
は
阿
武
町
有
償
在
宅

サ
ー
ビ
ス
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

 

し
か
し
高
齢
者
は
５
年
間
で

2.75
％
の
増
、益
々
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
、今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
う
お
な
の
郷
の
閉
店
後
、

西
村
議
員
自
ら
が
地
区
関
係
者

へ
心
配
事
・
困
り
事
の
聞
き
と

り
、地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

た
会
議
を
２
月
と
５
月
に
開
催
、

地
域
内
の
世
代
を
超
え
た
意
見

交
換
や
交
流
会
な
ど
、す
ば
ら

し
い
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、地
域
の
問
題
点
を
自

ら
考
え
、自
助
、互
助
で
解
決
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
、そ

し
て
そ
れ
が
出
来
な
い
こ
と
を

町
に
要
望
い
た
だ
く
、こ
の
こ

と
が
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
と
考
え
て
い
る
。　

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
鳥
獣
害
か
ら
生
活
を

守
る
た
め
、猟
友
会
と
の

連
携
は
も
と
よ
り
、防
災

行
政
無
線
放
送
に
て
迅

速
に
周
知
し
て
い
く

問　
全
国
で
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な

ど
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、ク
マ
の

出
没
な
ど
で
死
傷
者
の
事
故
が

多
数
発
生
し
て
い
る
。

　

昨
年
、令
和
５
年
第
２
回
議
会

定
例
会
に
お
い
て
質
問
し
た
が
、

猟
友
会
員
の
増
減
数
は
ど
う
か
。

  

ま
た
、山
口
県
萩
農
林
水
産
事

務
所
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

を
鳥
獣
駆
除
の
ハ
ン
タ
ー
と
し

て
の
雇
用
は
、任
期
を
終
え
た

後
に
、地
域
と
の
連
携
が
う
ま

く
出
来
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

　

な
お
、ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、

防
災
行
政
無
線
に
て
周
知
し
、

警
察
に
お
い
て
も
目
撃
地
周
辺

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
て
い

る
。

＊　＊
原

＊　＊
市

＊　

　
防
災
行
政
無
線
の
使
用
料

に
つ
い
て

　
行
政
改
革
大
綱
改
定
の

検
討
項
目
に
す
る
予
定

　
問 
定
期
的
に
放
送
さ
れ
る
防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、自
治

体(

町)

が
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
為
の
当
然
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、使
用
料
は
必
要

な
い
の
で
は
。

　

ま
た
使
用
料
の
滞
納
が
発
生

す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
回
収
の
為
の
納
付
書
の
送

付
や
通
知
、人
件
費
な
ど
の
コ

ス
ト
を
考
え
る
と
無
償
化
し
て

も
良
い
の
で
は
。

町
長　
防
災
行
政
無
線
は
、昭

和
62
年
度
か
ら
整
備
し
平
成
元

年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

　

そ
し
て
、戸
別
無
線
設
備
の

貸
与
開
始
か
ら
、月
200
円
の
使

用
料
を
徴
収
開
始
。平
成
21
年

度
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
改
修
し
、現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

家
庭
の
戸
別
受
信
機
は
、他

市
町
の
一
部
地
域
も
含
め
る
と
、

下
関
市
以
外
の
市
町
で
概
ね
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、本
町
同
様

に
全
戸
に
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
、定
時
放
送
が
流
さ
れ
る
の

は
、周
防
大
島
町
の
み
で
あ
る
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、県
内

の
３
市
で
負
担
金
を
取
っ
て
受

信
機
を
貸
与
し
て
い
る
が
、月

額
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
市

町
は
他
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

使
用
料
は
、ほ
と
ん
ど
が
振

替
だ
が
、現
金
払
の
方
に
は
年

２
回
納
付
書
を
送
付
し
て
い
る
。

滞
納
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年

度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
過
年
度

分
で
20
件
ほ
ど
発
生
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、行
政

改
革
大
綱
の
改
定
の
検
討
項
目

に
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

通
信
用
機
器
に
つ
い
て
も
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
は

2
0
2
2
年
に
は
90.1
％
に
の
び
、

通
信
機
器
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

電
子
決
済
機
能
等
、利
便
性
が

向
上
し
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
は
ど
う
な
の
か
。現
在
、聴
覚

障
害
の
方
に
は
伝
え
ら
れ
な
い

が
、最
新
の
機
器
は
ど
の
様
に
進

化
し
、町
の
シ
ス
テ
ム
は
将
来
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
現
在
の
防
災
行
政
無
線

は
、平
成
22
年
４
月
の
運
用
開

始
か
ら
14
年
が
経
過
し
、操
作

卓
自
体
は
20
年
前
の
設
計
で
、

故
障
の
リ
ス
ク
も
高
く
、部
品

も
手
に
入
り
に
く
い
と
の
メ
ー

カ
ー
の
見
解
も
あ
る
。

　

そ
し
て
機
器
の
進
化
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
化
に
よ
る
操
作

性
の
向
上
や
、性
能
ア
ッ
プ
に

よ
る
信
頼
性
の
向
上
、災
害
現

場
等
へ
持
ち
出
せ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
の
操
作
卓
や
、操
作
卓
か

ら
１
回
の
操
作
で
防
災
行
政
無

線
の
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
登
録

メ
ー
ル
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
一
斉

配
信
や
配
信
先
の
選
択
も
可
能

に
な
る
。

　

た
だ
、私
と
し
て
は
、防
災
や

行
政
情
報
を
一
方
的
に
流
す
よ

り
も
、高
齢
社
会
に
対
応
す
る

双
方
向
の
設
備
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
で
、定
期

的
に
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
と
役
場
の
保
健
師
が
、画
面

を
通
し
て
会
話
を
し
、表
情
や

部
屋
の
様
子
、心
と
体
の
健
康

管
理
と
安
否
確
認
が
出
来
る
。

　

更
に
機
器
の
精
度
が
向
上
す

れ
ば
、本
町
の
新
た
な
医
療
分

野
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、利
用
者
に
応
じ
、電
話

型
端
末
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

を
利
活
用
し
、新
し
い
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
が
、防
災
行
政
無

線
に
代
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

　

今
年
度
策
定
予
定
の「
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」の
中
で
、し
っ
か
り

議
論
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

阿
武
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問　
現
状
の
町
保
育
園
の
保
育

士
の
数
と
園
児
の
数
、ま
た
条

例
改
正
に
よ
る
影
響
は
無
い
の

か
。

答　
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り

保
育
士
１
名
あ
た
り
に
対
す
る

園
児
の
数
が
20
名
か
ら
15
名
に

減
る
も
の
で
、当
面
の
間
、人
員

的
に
は
問
題
は
無
い
。

い
る「
里
山
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
」に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
進

捗
状
況
か
。　　
　
　
　
　
　
　

　

先
日
、住
民
か
ら
サ
ル
が
作
物

を
荒
ら
し
て
出
荷
出
来
ず
困
っ

て
い
る
と
話
が
あ
っ
た
。猟
友
会

員
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、他
市

町
村
で
は
、ハ
ン
タ
ー
と
し
て「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」を
募
集
し
て

い
る
。

　

ま
た
、サ
ル
が
出
て
い
る
時
に
、

住
民
と
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
ど
う
か
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
が

考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　
令
和
５
年
度
の
会
員
数

は
、奈
古
地
区
７
人
、福
賀
地
区

14
人
、宇
田
郷
地
区
は
１
人
増

え
て
５
人
、全
体
と
し
て
１
人

増
の
26
人
と
な
っ
て
い
る
。里

山
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
で
は
、

農
事
組
合
法
人
福
の
里
が
先
行

し
て「
地
域
ぐ
る
み
活
動
対
策

プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、鳥
獣
の

隠
れ
場
を
取
り
除
く
緩
衝
帯
、

草
刈
り
、侵
入
防
止
の
た
め
の

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ツ
シ
ュ
柵
の
設
置

等
の
計
画
を
し
て
い
る
。

　

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

で
は
、生
活
基
盤
が
脅
か
さ
れ

る
重
要
な
問
題
だ
が
、決
定
的

な
対
策
は
確
立
が
出
来
て
い
な

い
。地
道
な
追
い
払
い
に
よ
り
、

人
間
は
怖
い
も
の
だ
と
学
習
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

要
望　
本
町
で
問
題
な
く
と
も

他
市
町
で
は
法
改
正
に
よ
る
影

響
、保
育
士
不
足
が
起
こ
り
得

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

人
員
確
保
の
為
に
も
待
遇
な
ど

考
慮
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

物
品
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

問 

昨
年
、福
賀
分
団
の
車
両
更

新
で
指
摘
し
た
が
、道
路
冠
水

時
に
エ
ン
ジ
ン
が
水
没
し
な
い

様
、仕
様
を
変
更
で
き
な
い
か
。

答 

業
者
と
協
議
を
行
っ
た
が
、

そ
の
仕
様
が
無
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

山
口
県
後
期
高
齢
者

       

医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に

つ
い
て

問　
健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
す
る
か

ら
変
わ
る
の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。被

保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
か

ら
資
格
確
認
書
等
に
変
更
す
る
。

採
決　

賛
成
５
名　

反
対
１
名

と
な
り
、可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

令
和
６
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
回)

に
つ
い
て

問 

公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム

利
用
料
の
詳
細
は
。

答 

昨
年
度
更
新
し
た
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
の
旧
車
両

を
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

す
る
。年
数
は
経
っ
て
い
る
が
、走

行
距
離
が
少
な
い
た
め
、公
売
に

よ
る
販
売
を
行
う
。そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
利
用
料
で
あ
る
。

問 

保
育
所
運
営
費
の
損
害
金
の

内
容
は
。

答 

宇
田
郷
方
面
か
ら
の
通
園
送

迎
に
利
用
し
て
い
た
ワ
ゴ
ン
車
の

リ
ー
ス
解
約
金
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、小
さ
な
園
児
が
通
う

事
に
な
っ
た
が
、チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
。そ
の
為
、福
賀
方
面
か
ら
の

送
迎
便
と
同
じ
ミ
ニ
バ
ン
に
変
更

し
た
。

問 

衛
生
費
の
備
品
購
入
費
の

内
容
は
。

答 

未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
、

発
達
検
査
の
キ
ッ
ト
を
購
入
し

た
。現
在
、発
達
検
査
を
行
う
医

療
機
関
が
近
く
に
な
く
、検
査

を
受
け
る
に
は
、山
口
市
な
ど

へ
行
く
必
要
が
あ
る
。た
だ
町

で
は
、月
に
１
度
、公
認
心
理
士

に
来
て
頂
い
て
お
り
、そ
の
方

は
発
達
検
査
を
行
う
事
が
出
来

る
為
、町
で
キ
ッ
ト
を
購
入
し
、

心
理
士
さ
ん
に
検
査
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
問 

山
口
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
受
入
体
制
整

備
事
業
委
託
金
と
は
。

答　
旅
行
会
社
等
か
ら
提
案
を

頂
く
形
で
、町
内
で
の
新
た
な

観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
を
考

え
て
い
る
。５
月
末
に
県
か
ら

情
報
が
来
た
ば
か
り
で
、詳
細

は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
。補

助
に
関
し
て
は
、来
年
度
以
降

も
可
能
な
限
り
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
予
定
。

松田  穣 議員 
まつだ　 みのる

松田  穣 委員長
まつだ　 みのる

行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会

６
月
13
日 

開
催
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副
町
長
と
総
務
課
長

の
兼
任
に
つ
い
て

　
問
題
は
な
く
、解
消
す

る
考
え
は
な
い

問 

特
別
職
で
あ
る
副
町
長
と
、

総
務
課
長
職
を「
総
務
課
長
事

務
取
扱
」と
言
う
名
で
兼
任
し

て
い
る
が
、総
務
課
は
全
体
の

要
で
あ
り
兼
任
を
解
消
し
て
総

務
課
長
を
置
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
平
成
の
大
合
併
時
に
単

独
町
制
の
道
を
選
び
、助
役
を

廃
止(

の
ち
に
地
方
自
治
法
改

正
で
副
町
長
と
な
る)

以
後
そ

の
職
を
置
か
な
か
っ
た
。

　

私
の
総
務
課
長
時
代
は
、副

町
長
的
な
職
務
や
総
務
課
・
企

画
課
部
門
の
職
務
を
こ
な
し
て

い
た
。こ
の
こ
と
で
副
町
長
の

総
務
課
長
兼
務
は
可
能
と
確
信

し
た
。

　

そ
し
て
、私
が
町
長
に
就
任

し
た
際
、危
機
管
理
を
含
め
た

指
揮
命
令
系
統
の
強
化
、町
長

不
在
時
の
意
思
決
定
機
能
や
職

務
代
理
、関
係
機
関
と
の
調
整
、

町
長
と
し
て
の
判
断
を
要
さ
な

い
事
案
の
決
定
な
ど
の
理
由
か

ら
副
町
長
を
置
い
た
。

　

こ
の
時
に
総
務
課
長
事
務
取

扱
、つ
ま
り
総
務
課
長
兼
務
と

し
た
。ま
た
、総
務
課
を「
企
画

部
門
」と「
総
務
部
門
」に
分
離

し
て
い
る
。

　

法
令
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、

行
政
事
務
は
主
幹
・
課
長
補
佐

が
、財
政
事
務
は
、係
長
が
行
っ

て
お
り
、出
張
等
で
は
、課
長
職

で
あ
る
主
幹
が
代
理
を
務
め
、

特
段
の
問
題
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
道
の
駅
阿
武
町
の
現
状

に
つ
い
て

　
新
駅
長
に
よ
る
新
し
い

経
営
体
制
を

問　
新
し
い
駅
長(

社
長)

が
就

任
し
て
２
カ
月
が
経
ち
、阿
武

町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見
て
い

る
の
か
。新
体
制
の
道
の
駅
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
取
っ
て
い
る
の
か
、任
せ
き

り
な
の
か
。

町
長　
道
の
駅
阿
武
町
の
設
置

者
は
阿
武
町
で
あ
る
が
、町
が

80
％
出
資
し
て
い
る(

株)

あ
ぶ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
管
理
委
託

し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、代
表

取
締
役
に
藤
村
憲
司
氏
が
就
任

し
、そ
し
て
運
営
の
一
体
性
を
持

た
せ
る
た
め
に
駅
長
も
兼
務
と

し
た
。

　

藤
村
氏
は
、こ
の
３
月
ま
で

道
の
駅
の
担
当
課
長
と
し
て
、

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
開
設
等
多
く
の
実
績
を
残
し
、

道
の
駅
の
関
連
組
織
に
も
精
通

し
、情
報
発
信
能
力
に
も
長
け

て
い
る
。

　

藤
村
氏
は「
こ
れ
ま
で
は
サ

ポ
ー
ト
側
で
あ
る
が
ゆ
え
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
多
く
あ
っ

た
。今
後
は
矢
面
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

わ
く
わ
く
感
も
あ
る
」と
言
っ

て
お
り
、会
社
の
モ
ッ
ト
ー
と

し
て「
地
域
に
感
謝
さ
れ
る
こ

と
」「
地
域
に
愛
さ
れ
る
こ
と
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、直

売
所
等
の
経
営
に
集
中
す
る
た

め
、直
営
か
ら
テ
ナ
ン
ト
方
式

に
切
り
替
え
を
検
討
。従
業
員

教
育
に
つ
い
て
も
、接
客
の
ク
オ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、ス

ト
レ
ス
軽
減
な
ど
働
き
方
改
革

も
考
え
る
な
ど
、新
社
長
の
カ

ラ
ー
を
出
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、定
期
取
締
役
会
・
道
の
駅

企
画
会
議
の
開
催
、ま
た
毎
月

15
日
に
は
町
長
室
で
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
長
の
方
針
に
つ
い
て

　
小
さ
い
阿
武
町
か
ら

　
　
大
き
な
教
育
成
果

　
　
　
を
発
信
し
て
い
く

問　
新
教
育
長
の
教
育
理
念
に

つ
い
て
。

教
育
長　
大
き
く
二
つ
の
こ
と

を
教
育
理
念
と
し
て
い
る
。

　
一
つ
目
は
、「
教
育
は
子
ど
も

た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い

う
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、「
教
育
の
力
こ
そ

が
地
方
創
生
の
鍵
を
握
る
」と

い
う
こ
と
。

　

そ
し
て
こ
の
二
つ
は
阿
武
町

が
教
育
目
標
に
掲
げ
る「
町
の

力
と
な
る
人
づ
く
り
」に
通
じ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
の
課
題
が
様
々
あ

る
な
か
で
、阿
武
町
の
学
校
教

育
の
重
点
項
目
は
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、一
つ
目

は
学
力
の
向
上
で
あ
り
、全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
学
校

の
使
命
で
あ
る
。　

　

同
時
に
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を

高
め
る
活
動
や
、教
員
の
授
業

力
向
上
、英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

二
つ
目
は
、不
登
校
対
策
。

今
年
度
、阿
武
小
学
校
内
に
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム(

教
育
支
援
セ

ン
タ
ー)

を
設
置
し
た
。不
登
校

の
兆
し
が
見
え
始
め
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
え
る
。

　

三
つ
目
は
、部
活
動
の
地
域

移
行
。大
き
な
方
向
性
は
決

ま
っ
た
が
、指
導
者
の
確
保
や

家
計
の
負
担
増
な
ど
、多
く
の

課
題
が
あ
る
。教
育
委
員
会
と

し
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
選
択

肢
を
増
や
す
た
め
に
も
、地
域

ぐ
る
み
で
の
お
力
添
え
を
頂
き

た
い
。

　

そ
の
他
、い
わ
ゆ
る「
小
１

ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
に
向
け
、今

年
度
は
保
育
園
か
ら
小
学
校
の

円
滑
な
接
続
の
た
め
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　問　

人
口
減
・
高
齢
化
の
な
か

で
の
社
会
教
育
の
進
め
方
に
つ

い
て
。

教
育
長　
今
年
度
も「
阿
武
町

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」、「
こ
ど
も

ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
Ａ
Ｂ

Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
活

動
の
３
つ
の
柱
と
し
、社
会
教

育
の
活
性
化
を
図
る
。

　

参
加
者
の
減
少
を
理
由
に
中

止
・
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
新
た
な

社
会
教
育
の
進
め
方
を
模
索
し

て
い
く
。

＊　＊
村

＊　＊
西

＊　

　
福
賀
地
区
へ
の
町
営

　
　
住
宅
新
設
に
つ
い
て

　
期
待
に
応
え
ら
れ
る

　
　
　
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
た
い

問　
本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ

で
あ
る
農
業
は
、担
い
手
不
足

と
従
事
者
の
高
齢
化
と
い
う
深

刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

現
在
、町
内
各
農
業
法
人
で

は
、少
し
ず
つ
町
内
外
か
ら
の

担
い
手
の
確
保
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、住
宅
が
不
足
し
て

お
り
、空
き
家
の
利
用
も
考
え

ら
れ
る
が
、単
身
者
に
と
っ
て

は
広
す
ぎ
る
物
件
が
多
く
、利

用
し
づ
ら
い
一
面
が
あ
る
。

　

担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
、

公
営
住
宅
の
新
設
が
出
来
な
い

か
。

町
長　
町
内
公
営
住
宅
の
入
居

状
況
は
、奈
古
地
区
が
、全
66
戸

中
入
居
済
み
が
61
戸
で
、入
居

率
92.4
％
、福
賀
地
区
で
は
、６
戸

中
６
戸
で
100
％
と
、宇
田
郷
地

区
に
つ
い
て
は
、２
戸
中
１
戸
で

50
％
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

は
、農
業
者
や
農
業
を
目
指
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
、居
住
専
用

の
町
営
住
宅
で
は
な
く
、倉
庫

や
納
屋
や
物
置
が
あ
る「
農
家

様
式
」の
空
き
家
を
紹
介
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、近
年
の
働
き

方
の
多
様
化
も
あ
り
、最
初
か

ら
倉
庫
や
納
屋
の
あ
る
空
き
家

を
借
り
て
農
業
を
始
め
る
と
い

う
の
は
、か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
感
じ
る
方
も
い
る
。

　

例
え
ば
、一
時
的
に
町
営
住

宅
を
借
り
て
移
住
し
、お
試
し

的
に
農
業
を
始
め
、そ
の
後
本

格
的
に
農
業
を
や
る
意
思
が
固

ま
れ
ば
、倉
庫
や
納
屋
の
あ
る

農
家
様
式
の
空
き
家
に
引
っ
越

す
対
応
が
出
来
れ
ば
、農
業
者

に
よ
る
町
営
住
宅
の
需
要
は
一

層
高
ま
る
。

　

従
っ
て
、福
賀
地
区
へ
の
住

宅
確
保
に
つ
い
て
は
、期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
前
向
き
に
検

討
す
る
。

問
　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
駐
車
場

増
設
に
つ
い
て

　
年
度
中
に
適
地
を
見

つ
け
て
整
備
し
た
い

問　
2
0
1
7
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
援
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、援
農
と
関

係
人
口
の
創
出
、ひ
い
て
は
移

住
・
定
住
へ
結
び
付
く
大
き
な

可
能
性
が
あ
る
。

　

実
際
に
、福
賀
・
宇
田
郷
地
区

へ
３
名
定
住
と
い
う
成
果
が
出

て
い
る
。

　

今
年
度
よ
り
利
用
が
開
始
さ

れ
た
宇
生
賀
中
央
自
治
会
の
三

和
地
区
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
へ
、男

性
４
名
女
性
３
名
が
生
活
し
て

い
る
。先
日
、関
係
者
か
ら
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

十
分
と
れ
な
い
と
い
う
意
見
を

聞
い
た
。

　

今
後
の
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る
発
展
と

充
実
、ワ
ー
カ
ー
さ
ん
の
生
活

環
境
の
改
善
に
向
け
駐
車
場
の

増
設
は
出
来
な
い
か
。

町
長　
新
た
な
農
業
支
援
と
し

て
、農
繁
期
に
農
家
で
短
期
ア

ル
バ
イ
ト
を
す
る
、１
／
４

ワ
ー
ク
ス
援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
お
り
、利
用
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
最
近
は
、農
業
専
門
の

派
遣
会
社
ア
グ
リ
ナ
ジ
カ
ン
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、参
加

者
が
増
え
、住
居
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、昨
年
度
、宇
生

賀
中
央
自
治
会
の
三
和
地
区
に
、

空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

「
福
賀
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」を
整
備

し
た
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、現
在
近
場
で
駐
車

が
出
来
る
よ
う
な
空
き
地
等
を

探
し
て
い
る
の
で
、こ
の
件
に
つ

い
て
は
、今
年
度
中
に
適
地
を

見
つ
け
て
整
備
し
た
い
。

＊　＊
村

＊　＊
上

＊　

　　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
方
向
は

　
住
民
自
ら
が
主
体
性
、

目
的
意
識
を
持
つ
事
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る

問　
阿
武
町
地
域
づ
く
り
団
体

活
動
支
援
事
業
を
活
用
す
る
に

は
、何
を
す
れ
ば
い
い
か
。

町
長　
広
報
あ
ぶ
４
月
号
に
掲

載
し
て
い
る
が
、地
域
の
課
題

解
決
や
活
性
化
を
目
的
に
、町

民
の
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、経
費
の
１
／
２
、10
万

円
を
上
限
に
補
助
す
る
事
業
で

あ
る
。

　

要
綱
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

詳
細
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
て

欲
し
い
。

　

予
算
枠
を
超
え
る
よ
う
な
反

響
が
あ
れ
ば
、補
正
予
算
対
応

も
考
え
る
。

問　
折
角
の
良
い
事
業
だ
が
Ｐ

Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
。関
連
の

セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
の
予
定
は

な
い
か
。

町
長　
広
報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
番
組
等
で
周
知
し
て
い
る

が
、再
放
送
を
含
め
検
討
す
る
。

　

講
習
会
は
、町
内
開
催
や
他

市
町
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
に

あ
っ
た
企
画
を
考
え
、住
民
主

体
、目
的
意
識
を
持
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
事
業
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
自
治
会
が
対
象
外
な
の

は
、自
治
会
総
合
交
付
金
を
用

意
し
て
い
る
た
め
で
、そ
ち
ら

を
活
用
し
て
欲
し
い
。

問　
地
域
お
こ
し
に
関
し
て

「
町
は
金
だ
け
出
し
て
口
を
出

さ
な
け
れ
ば
い
い
も
の
に
な

る
。」と
鼻
息
の
荒
い
意
見
を
聞

く
事
も
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
地
元
に
自
信
を
持

ち
、誇
り
に
感
じ
て
い
る
人
が

い
る
。潜
在
的
な
魅
力
あ
る
人

材
、資
源
、埋
も
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
活
か
す
事
が
今
後
の
展
開
と

し
て
大
切
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
と
し
て
も
そ
れ
く
ら

い
気
概
を
持
っ
て
の
実
行
が
望

ま
し
い
と
思
う
。色
々
な
ア
イ
デ

ア
の
中
で
、地
域
の
問
題
解
決

や
、活
性
化
等
に
大
き
く
貢
献

す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
費
の
拡
大
も
大
い
に
あ
り

得
る
。

　

今
年
度
は
行
革
大
綱
を
見
直

す
こ
と
に
し
て
い
る
が
、い
ず
れ
、

現
在
の
３
地
区
の
祭
り
に
つ
い

て
も
、単
に
一
律
50
万
円
を
補

助
す
る
だ
け
で
な
く
、例
え
ば

今
回
の
補
助
事
業
の
中
で
、

イ
ベ
ン
ト
の
規
模
、経
費
の
内
容
、

活
性
化
の
貢
献
度
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、補
助
額
を
決
定
す
る

よ
う
な
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

問　
3
千
人
規
模
の
小
さ
な
町

で
あ
り
、移
住
者
を
受
け
入
れ

て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、地

元
民
が
今
一
度
地
元
に
誇
り
を

感
じ
、発
信
す
る
事
が
大
切
な

時
期
で
は
な
い
か
。地
元
民
の

発
信
に
共
鳴
し
て
移
住
定
住
し

て
も
ら
う
事
が
最
も
大
切
だ
。

　

そ
う
す
れ
ば
、地
域
の
風
土

や
歴
史
は
つ
な
が
っ
て
行
く
。

町
長　
積
極
的
な
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、考
え
方

の
方
向
、ベ
ク
ト
ル
は
私
も
同

じ
だ
。

　

魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
、発

信
こ
そ
が
、Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
方
々
が
阿
武
町

を
選
択
す
る
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
愛

の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
。阿
武

町
が
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
名

指
し
さ
れ
る
中
、こ
れ
に
打
ち

勝
ち
、結
果
と
し
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。 

　　
う
お
な
の
郷
閉
店
後
の         

買
い
物
支
援

及
び
宇
田
郷
地
区
の

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
か
ら
の
切
実
な
要

望
等
は
、可
能
で
あ
れ
ば

事
業
化
し
全
力
で
支
援
し

て
い
く

問　
う
お
な
の
郷
は
、平
成
29
年

６
月
１
日
か
ら
農
協
漁
協
の
共

同
店
舗
と
し
て
営
業
し
て
い
た

が
、令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ

て
閉
店
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、週
２
回
の
移
動
販

売
車
と
注
文
書
で
の
対
応
、ま

た
、新
た
に
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

夫
婦
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
開
業
、

阿
武
町
と
し
て
は
町
内
交
通
機

関
の
運
賃
改
定
、社
会
福
祉
協

議
会
で
は
阿
武
町
有
償
在
宅

サ
ー
ビ
ス
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

 

し
か
し
高
齢
者
は
５
年
間
で

2.75
％
の
増
、益
々
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
、今
後
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
う
お
な
の
郷
の
閉
店
後
、

西
村
議
員
自
ら
が
地
区
関
係
者

へ
心
配
事
・
困
り
事
の
聞
き
と

り
、地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

た
会
議
を
２
月
と
５
月
に
開
催
、

地
域
内
の
世
代
を
超
え
た
意
見

交
換
や
交
流
会
な
ど
、す
ば
ら

し
い
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、地
域
の
問
題
点
を
自

ら
考
え
、自
助
、互
助
で
解
決
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
、そ

し
て
そ
れ
が
出
来
な
い
こ
と
を

町
に
要
望
い
た
だ
く
、こ
の
こ

と
が
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
と
考
え
て
い
る
。　

　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
鳥
獣
害
か
ら
生
活
を

守
る
た
め
、猟
友
会
と
の

連
携
は
も
と
よ
り
、防
災

行
政
無
線
放
送
に
て
迅

速
に
周
知
し
て
い
く

問　
全
国
で
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な

ど
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、ク
マ
の

出
没
な
ど
で
死
傷
者
の
事
故
が

多
数
発
生
し
て
い
る
。

　

昨
年
、令
和
５
年
第
２
回
議
会

定
例
会
に
お
い
て
質
問
し
た
が
、

猟
友
会
員
の
増
減
数
は
ど
う
か
。

  

ま
た
、山
口
県
萩
農
林
水
産
事

務
所
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

を
鳥
獣
駆
除
の
ハ
ン
タ
ー
と
し

て
の
雇
用
は
、任
期
を
終
え
た

後
に
、地
域
と
の
連
携
が
う
ま

く
出
来
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

　

な
お
、ク
マ
の
目
撃
情
報
は
、

防
災
行
政
無
線
に
て
周
知
し
、

警
察
に
お
い
て
も
目
撃
地
周
辺

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
て
い

る
。

＊　＊
原

＊　＊
市

＊　

　
防
災
行
政
無
線
の
使
用
料

に
つ
い
て

　
行
政
改
革
大
綱
改
定
の

検
討
項
目
に
す
る
予
定

　
問 

定
期
的
に
放
送
さ
れ
る
防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、自
治

体(

町)

が
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
為
の
当
然
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、使
用
料
は
必
要

な
い
の
で
は
。

　

ま
た
使
用
料
の
滞
納
が
発
生

す
る
事
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
回
収
の
為
の
納
付
書
の
送

付
や
通
知
、人
件
費
な
ど
の
コ

ス
ト
を
考
え
る
と
無
償
化
し
て

も
良
い
の
で
は
。

町
長　
防
災
行
政
無
線
は
、昭

和
62
年
度
か
ら
整
備
し
平
成
元

年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

　

そ
し
て
、戸
別
無
線
設
備
の

貸
与
開
始
か
ら
、月
200
円
の
使

用
料
を
徴
収
開
始
。平
成
21
年

度
に
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
改
修
し
、現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

家
庭
の
戸
別
受
信
機
は
、他

市
町
の
一
部
地
域
も
含
め
る
と
、

下
関
市
以
外
の
市
町
で
概
ね
整

備
さ
れ
て
い
る
が
、本
町
同
様

に
全
戸
に
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
、定
時
放
送
が
流
さ
れ
る
の

は
、周
防
大
島
町
の
み
で
あ
る
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、県
内

の
３
市
で
負
担
金
を
取
っ
て
受

信
機
を
貸
与
し
て
い
る
が
、月

額
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
市

町
は
他
に
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

使
用
料
は
、ほ
と
ん
ど
が
振

替
だ
が
、現
金
払
の
方
に
は
年

２
回
納
付
書
を
送
付
し
て
い
る
。

滞
納
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年

度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
過
年
度

分
で
20
件
ほ
ど
発
生
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、行
政

改
革
大
綱
の
改
定
の
検
討
項
目

に
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

通
信
用
機
器
に
つ
い
て
も
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
は

2
0
2
2
年
に
は
90.1
％
に
の
び
、

通
信
機
器
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

電
子
決
済
機
能
等
、利
便
性
が

向
上
し
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
は
ど
う
な
の
か
。現
在
、聴
覚

障
害
の
方
に
は
伝
え
ら
れ
な
い

が
、最
新
の
機
器
は
ど
の
様
に
進

化
し
、町
の
シ
ス
テ
ム
は
将
来
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
現
在
の
防
災
行
政
無
線

は
、平
成
22
年
４
月
の
運
用
開

始
か
ら
14
年
が
経
過
し
、操
作

卓
自
体
は
20
年
前
の
設
計
で
、

故
障
の
リ
ス
ク
も
高
く
、部
品

も
手
に
入
り
に
く
い
と
の
メ
ー

カ
ー
の
見
解
も
あ
る
。

　

そ
し
て
機
器
の
進
化
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
化
に
よ
る
操
作

性
の
向
上
や
、性
能
ア
ッ
プ
に

よ
る
信
頼
性
の
向
上
、災
害
現

場
等
へ
持
ち
出
せ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
の
操
作
卓
や
、操
作
卓
か

ら
１
回
の
操
作
で
防
災
行
政
無

線
の
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
登
録

メ
ー
ル
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｘ(

旧
ツ
イ
ッ
タ
ー)

、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
一
斉

配
信
や
配
信
先
の
選
択
も
可
能

に
な
る
。

　

た
だ
、私
と
し
て
は
、防
災
や

行
政
情
報
を
一
方
的
に
流
す
よ

り
も
、高
齢
社
会
に
対
応
す
る

双
方
向
の
設
備
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
で
、定
期

的
に
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
と
役
場
の
保
健
師
が
、画
面

を
通
し
て
会
話
を
し
、表
情
や

部
屋
の
様
子
、心
と
体
の
健
康

管
理
と
安
否
確
認
が
出
来
る
。

　

更
に
機
器
の
精
度
が
向
上
す

れ
ば
、本
町
の
新
た
な
医
療
分

野
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、利
用
者
に
応
じ
、電
話

型
端
末
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

を
利
活
用
し
、新
し
い
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
が
、防
災
行
政
無

線
に
代
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

　

今
年
度
策
定
予
定
の「
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」の
中
で
、し
っ
か
り

議
論
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

阿
武
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問　
現
状
の
町
保
育
園
の
保
育

士
の
数
と
園
児
の
数
、ま
た
条

例
改
正
に
よ
る
影
響
は
無
い
の

か
。

答　
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り

保
育
士
１
名
あ
た
り
に
対
す
る

園
児
の
数
が
20
名
か
ら
15
名
に

減
る
も
の
で
、当
面
の
間
、人
員

的
に
は
問
題
は
無
い
。

い
る「
里
山
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
」に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
進

捗
状
況
か
。　　
　
　
　
　
　
　

　

先
日
、住
民
か
ら
サ
ル
が
作
物

を
荒
ら
し
て
出
荷
出
来
ず
困
っ

て
い
る
と
話
が
あ
っ
た
。猟
友
会

員
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、他
市

町
村
で
は
、ハ
ン
タ
ー
と
し
て「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」を
募
集
し
て

い
る
。

　

ま
た
、サ
ル
が
出
て
い
る
時
に
、

住
民
と
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
ど
う
か
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、ど
の
よ
う
な
対
策
が

考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　
令
和
５
年
度
の
会
員
数

は
、奈
古
地
区
７
人
、福
賀
地
区

14
人
、宇
田
郷
地
区
は
１
人
増

え
て
５
人
、全
体
と
し
て
１
人

増
の
26
人
と
な
っ
て
い
る
。里

山
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
で
は
、

農
事
組
合
法
人
福
の
里
が
先
行

し
て「
地
域
ぐ
る
み
活
動
対
策

プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、鳥
獣
の

隠
れ
場
を
取
り
除
く
緩
衝
帯
、

草
刈
り
、侵
入
防
止
の
た
め
の

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ツ
シ
ュ
柵
の
設
置

等
の
計
画
を
し
て
い
る
。

　

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

で
は
、生
活
基
盤
が
脅
か
さ
れ

る
重
要
な
問
題
だ
が
、決
定
的

な
対
策
は
確
立
が
出
来
て
い
な

い
。地
道
な
追
い
払
い
に
よ
り
、

人
間
は
怖
い
も
の
だ
と
学
習
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

要
望　
本
町
で
問
題
な
く
と
も

他
市
町
で
は
法
改
正
に
よ
る
影

響
、保
育
士
不
足
が
起
こ
り
得

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

人
員
確
保
の
為
に
も
待
遇
な
ど

考
慮
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

物
品
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

問 

昨
年
、福
賀
分
団
の
車
両
更

新
で
指
摘
し
た
が
、道
路
冠
水

時
に
エ
ン
ジ
ン
が
水
没
し
な
い

様
、仕
様
を
変
更
で
き
な
い
か
。

答 

業
者
と
協
議
を
行
っ
た
が
、

そ
の
仕
様
が
無
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

山
口
県
後
期
高
齢
者

       

医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に

つ
い
て

問　
健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
す
る
か

ら
変
わ
る
の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。被

保
険
者
証
及
び
資
格
証
明
書
か

ら
資
格
確
認
書
等
に
変
更
す
る
。

採
決　

賛
成
５
名　

反
対
１
名

と
な
り
、可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

令
和
６
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
１
回)

に
つ
い
て

問 

公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム

利
用
料
の
詳
細
は
。

答 

昨
年
度
更
新
し
た
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
の
旧
車
両

を
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品

す
る
。年
数
は
経
っ
て
い
る
が
、走

行
距
離
が
少
な
い
た
め
、公
売
に

よ
る
販
売
を
行
う
。そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
利
用
料
で
あ
る
。

問 

保
育
所
運
営
費
の
損
害
金
の

内
容
は
。

答 

宇
田
郷
方
面
か
ら
の
通
園
送

迎
に
利
用
し
て
い
た
ワ
ゴ
ン
車
の

リ
ー
ス
解
約
金
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、小
さ
な
園
児
が
通
う

事
に
な
っ
た
が
、チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
。そ
の
為
、福
賀
方
面
か
ら
の

送
迎
便
と
同
じ
ミ
ニ
バ
ン
に
変
更

し
た
。

問 

衛
生
費
の
備
品
購
入
費
の

内
容
は
。

答 

未
就
学
児
を
対
象
と
し
た
、

発
達
検
査
の
キ
ッ
ト
を
購
入
し

た
。現
在
、発
達
検
査
を
行
う
医

療
機
関
が
近
く
に
な
く
、検
査

を
受
け
る
に
は
、山
口
市
な
ど

へ
行
く
必
要
が
あ
る
。た
だ
町

で
は
、月
に
１
度
、公
認
心
理
士

に
来
て
頂
い
て
お
り
、そ
の
方

は
発
達
検
査
を
行
う
事
が
出
来

る
為
、町
で
キ
ッ
ト
を
購
入
し
、

心
理
士
さ
ん
に
検
査
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
問 

山
口
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
受
入
体
制
整

備
事
業
委
託
金
と
は
。

答　
旅
行
会
社
等
か
ら
提
案
を

頂
く
形
で
、町
内
で
の
新
た
な

観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発
を
考

え
て
い
る
。５
月
末
に
県
か
ら

情
報
が
来
た
ば
か
り
で
、詳
細

は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
。補

助
に
関
し
て
は
、来
年
度
以
降

も
可
能
な
限
り
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
予
定
。

町長
コラム

　

今
月
７
日（
日
）に「
第
５
回

Ａ
Ｂ
Ｕ
ス
イ
ム
ラ
ン
道
の
駅

フ
ェ
ス
タ
」が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
イ
ム
ラ
ン
は
、読
ん
で
字

の
如
く
、基
本
1.5
㎞
の
ス
イ
ム

（
水
泳
）と
10
㎞
の
ラ
ン（
長
距

離
走
）で
タ
イ
ム
を
競
う
競
技

で
す
が
、こ
れ
に
バ
イ
ク（
自

転
車
）が
加
わ
る
と
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
個
人
、
リ
レ
ー
、

個
人
シ
ョ
ー
ト
の
３
部
門
で

計
72
組
83
人
の
エ
ン
ト
リ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た

の
で
す
が
、私
に
と
っ
て
こ
の

大
会
は
、阿
武
町
の
素
晴
ら
し

さ
、と
り
わ
け
人
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
認
識
す
る
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

漁
師
の
人
達
は
、ス
イ
ム
コ

ー
ス
の
設
営
を
は
じ
め
、

ス
タ
ー
ト
の
際
に
、選
手
が
足

に
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
海

に
入
っ
て
、ウ
ニ
や
カ
キ
殻
等

の
除
去
作
業
。

　

婦
人
会
は
、各
エ
イ
ド（
給

水
所
）の
運
営
や
選
手
へ
の
福

賀
ス
イ
カ
の
サ
ー
ビ
ス
。

　

町
内
の
各
種
団
体
は
、走
路

の
安
全
確
保
や
誘
導
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
は
、受
付

や
大
会
全
般
の
管
理
。

　

そ
し
て
、嬉
し
い
の
が
中
高

校
生
の「For

the
Tow

n

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
隊
員
の
運
営

ア
シ
ス
ト
。

　

ま
た
、総
勢
27
人
か
ら
な
る

萩
高
校
吹
奏
楽
部
も
炎
天
下

の
中
、SU

N
bashi

C
afe

の

デ
ッ
キ
か
ら
、最
後
ま
で
元
気

の
出
る
演
奏
を
続
け
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、メ
イ
ン
会
場
は
勿
論

で
す
が
、ラ
ン
の
沿
道
で
も
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
選

手
に
声
援
を
送
り
、中
に
は

ホ
ー
ス
で
水
道
の
水
を
サ
ー

ビ
ス
す
る
人
も
い
て
、選
手
に

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、こ
の
素
晴
ら
し

「
お
も
て
な
し
」に
対
し
て
、競

技
後
、選
手
か
ら
沢
山
の
お
褒

め
や
感
謝
の
言
葉
、ま
た
、来

年
も
必
ず
参
加
し
ま
す
と
の

嬉
し
い
言
葉
も
い
た
だ
き
ま

A
B
U
ス
イ
ム
ラ
ン

花田  憲彦 町長
はなだ      のりひこ

打
ば
て

響
く

打
ば
て

響
く

サ
ン
バ
シ　
　
　
　
　

カ
フ
ェ

し
た
。

　

規
模
は
決
し
て
大
き
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、町
の
素
晴
ら

し
い
人
達
が
、無
理
を
せ
ず
、

身
の
丈
に
合
っ
た
形
で
作
り

上
げ
た
こ
の
大
会
を
来
年
も

ぜ
ひ
続
け
て
行
き
た
い
も
の

で
す
。

運営を手伝う「For the Town」プロジェクトの隊員

医療機関に
マイナンバーカード
　　　　　　を提示

マイナンバーに保険証登録済み

◆保険証は令和７年７月31日まで使用できます

令和６年12月から始まる
保険証とマイナンバーカードの一体化について

マイナンバーに保険証未登録

医療機関に
　資格確認書
　　　　   を提示
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７
月
７
日
に
「
Ａ
Ｂ
Ｕ
ス
イ
ム

ラ
ン
道
の
駅
フ
ェ
ス
タ
」
が
道
の

駅
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
勢
72
組
83
人
の
選
手
の

エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
己
の
限
界

に
挑
み
ま
し
た
。

　
「
ス
イ
ム
ラ
ン
」
は
「
競
泳
」
と

「
競
走
」
が
一
体
と
な
っ
た
競
技

で
、
選
手
た
ち
は
鹿
島
湾
を
泳
ぎ

切
っ
た
あ
と
、
奈
古
の
街
並
み
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
波
が
高
く
、
ス
イ
ム
に

苦
戦
す
る
選
手
も
い
ま
し
た
が
、

沿
道
で
は
町
民
か
ら
の
熱
い

「
が
ん
ば
れ
！
」
の
声
援
を
胸
に

全
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

同
時
開
催
の
「
森
里
海
の
市
」

や
、
好
き
な
組
み
合
わ
せ
で
カ

レ
ー
が
楽
し
め
る
「
カ
レ
ー
フ
ェ

ス
」、
モ
ル
ッ
ク
な
ど
が
遊
べ
る

「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

も
大
好
評
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
多
く
の

方
に
町
の
元
気
と
お
も
て
な
し
の

心
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ABUスイムラン　　　　　　　　　　　　　　　道の駅フェスタ

ABUスイムラン　　　　　　　　　　　　　　　道の駅フェスタ
第５回第５回

大会結果ウェブサイト

大会上位入賞者

■ショートの部（スイム0.5km＋ラン4.2km）

■リレーの部（スイム1.5km＋ラン10km）

■個人の部（スイム1.5km＋ラン10km）

（敬称略）
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部門
個人
男子

個人
女子

順位
1
2
3
1
2
3

選手・チーム名
井上　裕馬
松田　健伸
請川　　亙
武居　修子
田崎　陽子
古谷　真弓

タイム
0:59:26
1:08:37
1:14:35 
1:15:03
1:26:01
1:36:17

部門
個人
男子

個人
女子

順位
1
2
3
1
2
3

選手・チーム名
金子　智弥
砂田　　透
谷　　晋彰
福田真理子
後藤　由佳
村田美咲子

タイム
0:24:31
0:31:54
0:33:24
0:41:12
0:41:40
0:56:26

部門

リレー

順位
1
2
3

選手・チーム名
OK Buddy
岩国 男坂

海響AC超人チーム

タイム
1:02:45
1:08:39
1:14:12



奈古出身の兼原兄弟による選手宣誓上位入賞者には阿武町の特産品

「ガラポン抽選会」も開催！

道の駅フェスタ
も大好評！

道の駅フェスタ
も大好評！

道の駅フェスタ
も大好評！

キッズバイクに挑戦！ 親子で「モルック」対決
  

ロードバイクの疑似体験

アウトドア体験キャラバンアウトドア体験キャラバンアウトドア体験キャラバン

12種類ものカレーが楽しめる
「カレーフェス」

あぶの恵みが詰まった「森里海の市」

萩高吹奏楽部も演奏で選手を応援！
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7/2 福賀すいか出荷式

連合会員関係者が集まる総会・学習会での集合写真（花田町長は後列右から４人目）福岡県八女市星野村の石積の棚田

福岡県東峰村の岩屋神社

　ミネラル塩で育てた”福賀すいか”の出荷式が福賀農産物出荷場で行われ、全国各地へと向けて出荷されました。
式典のあとは、参加者で格別に甘いすいかを楽しみ、「うちの子は他のすいかは食べないけど、福賀すいかだけは
美味しそうに食べるんよ」との声も。現在５戸の農家が2.3haで栽培をしており、1万玉の出荷を目指します。

1/4ワークスの皆さんも活躍

大きさと重さにびっくり！大きさと重さにびっくり！

　豊かな自然や地域で築き上げてきた暮らしを守り、自立した美しい村
を目指す、「日本で最も美しい村」連合の定期総会が6月27日と28日に
福岡県で開催され、理念を同じくする阿武町も含めた全国の会員28町
21村9地域及び関係者141名の参加がありました。
　一行は開催地の会員である「福岡県八女市星野村」と「福岡県東峰村」
を視察し、美しい村の風景やそれを守る地域の方の取組について学び
ました。

特定非営利活動法人
「日本で最も美しい村」連合 

                                   定期総会・学習会
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 ABU地域盛り上げ隊については
代　表：片山 恵子 　☎08388-2-2108

かたやま　  けいこ

　地域づくり団体支援補助金を活用し、「ABU地域盛り
上げ隊」が、今年度も活動を開始しました。町内の小・
中学生が中心となって、オリジナルダンスを考え、練習し、
地域のイベントで披露する予定です。
　なお、町内外問わず現在サポートメンバーを募集中で
す！参加して、一緒に地域を盛り上げてみませんか？

目 的  ①町内の小・中学校一緒にダンスの練習をしたり、
　　　   サポートを行ったりして、地域交流を図る。
　　   ②オリジナルソングダンスを通じて地域の良さを
　　　   町内外に発信する。

地域づくり団体支援補助金を活用 
令和6年度「ABU地域盛り上げ隊」 活動開始！

新メンバーも加え活動スタート！

　令和6年度より地域活動を支援する「地域づくり活動
支援補助金」が開始されました。
　これは、住民の主体的な地域活動について1団体あたり
10万円（対象経費の1/2以内）まで補助するものです。
　※自治会活動は対象外です。
　現在、「ABU地域盛り上げ隊」と「あぶのべっぴん市」の
2団体がこの補助金を活用しています。
補助金については
まちづくり推進課 　☎2-3111

昨年度はべっぴん市やふるさとまつりなどでダンスを披露

会
場
：
阿
武
町
奈
古 

鹿
島
湾
周
辺 

ほ
か

会
場
：
阿
武
町
奈
古 

鹿
島
湾
周
辺 

ほ
か

  19：00  御迎火 点火
  19：40  神子舞 奉納
  20：15  花火打ち上げ
  終了後  福賀神楽舞

  19：00  御迎火 点火
  19：40  神子舞 奉納
  20：15  花火打ち上げ
  終了後  福賀神楽舞

7/207/20

   ８：00  虫除け御祈祷
   ９：30  イカダ大会
  14：00  三社御神輿

   ８：00  虫除け御祈祷
   ９：30  イカダ大会
  14：00  三社御神輿

7/217/21

なご

ま
つ
り

夏
なご

ま
つ
り

夏

渾
身
の
一
艇
で
イ
カ
ダ
大
会
に
臨
む

７
／

８  
阿
武
中
学
校
で「
イ
カ
ダ
造
船
」

　

７
月
８
日
阿
武
中
学
校
で
、「
日
本
海
イ
カ
ダ
大

会
」に
向
け
て
イ
カ
ダ
の
組
み
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、20
日
21
日
に
開
催
さ
れ
る「
な
ご
夏

ま
つ
り
」２
日
目
の
イ
ベ
ン
ト「
日
本
海
イ
カ
ダ

大
会
」に
向
け
た
も
の
で
、奈
古
の
漁
師
さ
ん
や
地
域

の
人
た
ち
の
指
導
の
も
と
、生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
で
計
５
艇
の
イ
カ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。

　

竹
と
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
固
定
す
る
漁
師
さ
ん
の

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
ま
さ
に「
職
人
技
」。そ
ん
な「
職
人

技
」を
学
ぶ
べ
く
、漁
師
さ
ん
の
熱
意
の
あ
る
指
導
を

受
け
な
が
ら
次
々
と
イ
カ
ダ
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、ナ
ベ
ル
や
奈
古
分
校
な
ど
計
９
チ
ー
ム

の
イ
カ
ダ
が
鹿
島
湾
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

阿
武
中
生
徒
は
漁
師
さ
ん
た
ち
と
作
っ
た
魂
が

込
め
ら
れ
た
イ
カ
ダ
と
共
に
、「
日
本
海
イ
カ
ダ
大

会
」に
挑
み
ま
す
。

見て学ぶ漁師さんのロープワーク
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森・里・海
月
６

　

24

公
各、
け
か
に
日
４
月
７
ら
か
日

回
６
計
を
座
講
録
登」
Ｙ
Ａ
Ｐ
ぶ
あ
「、
で
館
民

べ
延、
し
催
開

40

。
た
し
ま
れ
さ
加
参
が
人

、
て
し
と
環
一
の
進
推
ル
タ
ジ
デ、
は
れ
こ

　

。
す
で
の
も
る
図
を
環
循
の

ネ
エ、
で
と
こ
る
す
録
登
を」
Ｙ
Ａ
Ｐ
ぶ
あ
「
　

で
が
と
こ
る
取
け
受
で
券
品
商
ル
タ
ジ
デ
を

や
金
励
奨
住
定
は
ら
か
度
年
今、
か
ほ
る
き

で」
Ｙ
Ａ
Ｐ
ぶ
あ
「が
ど
な
券
品
商
成
達
の
ジ

。
た
し
ま
り
な
に
う
よ
る
れ
取
け
受

べ
延
に
座
講
録
登
Ｙ
Ａ
Ｐ
ぶ
あ

40
人

美しい海岸をいつもでも
企業ボランティアによる海岸清掃

！
集
募
大
者
加
参

（ダ
ナ
カ

Ms

紙
手
の
ら
か）
エ
ゾ
・

Ms

10月の全国大会に向けて
7/4　消防操法訓練開始式

ち
た
ん
さ
員
社
の
場
工
口
山
ル
ベ
ナ
㈱

　

。
た
し
ま
れ
わ
行
に
日
３
月
７

の
流
交
の
内
場
工
口
山
ル
ベ
ナ
㈱
は
れ
こ

　

。
す
で
の
も
る
い
て
し
施
実
年
毎
て
し
と
環
一

ラ
プ
ロ
ク
イ
マ
（み
ご
な
さ
小、
め
集
て
れ

。
た
し
ま
め
集
に

皆
の
客
浴
水
海
も
年
今、
で
げ
か
お
の
ね
重

。
す
で
う
そ
き
で
が
と
こ
ぐ
泳
に
全
安
は
ん
さ

事
の
域
地
の
郷
田
宇

　

宇
「う
合
し
話
て
い
つ
に

月
６
が

27

あ
れ
ふ
に
日。

た
し
ま
れ

た
の
候
天
悪
は
日
当

　

り
な
と
加
参
の
人
９、
め

ど
に
域
地
「、
が
た
し
ま

い
ば
れ
あ
が
体
団
な
ん

。
た
し
ま
し
わ
交
を
論
議

催
開
に
末
月
毎
は」
会
ん

　。
す
で
定
予

月
５

　

31

教
を
語
英
で
園
育
保
り
ど
み
で
ま
日

。
た
し
ま
き
届

。
す
で
と
こ
の
と
た

団
防
消
町
武
阿
「
　

 

、
が」
団
分
１
第
古
奈

10

防
消
国
全
「る
れ
わ
行
で
県
城
宮
に
月

。
す
ま
し
場
出
に」
会
大
法
操

操
防
消、
て
け
向
に」
会
大
国
全
「の
そ

　

。
た
し
ま
れ
さ
始
開
に
的
格
本
が
練
訓
法

優
会
大、
と
も
の
導
指
の
員
署
防
消
市
萩

　

に
上
向
の
度
精
る
な
ら
さ、
て
し
指
目
を
勝

。
す
ま
み
励

まちの話題
Abu Topics

あなたの身近なまちの
話題をお寄せください。
まちづくり推進課　

☎2-3111

ソフィア先生（左）と
ゾエ先生

参加の希望者は宇田郷支所まで　☎4-0211

ふるいを使って
小さなごみを集めます

萩消防本部職員
より指導を受ける

担当職員がマンツーマンで指導

参加されたナベルの皆さん
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７
／
13 

み
ど
り
保
育
園

　
　
　
　
　
　
「
わ
く
わ
く
お
楽
し
み
会
」

 自分たちの住む　地域の環境は　自分たちで守る
Ｉ・Love・あぶ町・クリーンアップ大作戦

数

十

年

に
一
度

の

花

開

宇
田
国
道
の
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン

　
「
自
分
た
ち
の
住
む 

地
域
の

環
境
は 

自
分
た
ち
で
守
る
」を

合
言
葉
に「
あ
ぶ
町
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
」が
７
月
14
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
自
治
会
で
、草
刈
り
や

海
岸
清
掃
を
実
施
し
、集
め
た

ご
み
な
ど
を
協
力
業
者
が
回

収
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
自
治

会
の
方
々
に
あ
ら
た
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

50
年
か
ら
100
年
に
一
度
だ
け
咲
く
と
い
わ
れ
る「
リ
ュ
ウ

ゼ
ツ
ラ
ン
」が
宇
田
の
国
道
沿
い
で
開
花
し
ま
し
た
。

　
「
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
」は
漢
字
で「
竜
舌
蘭
」と
書
き
、「
竜
の

舌
」の
よ
う
な
形
の
葉
が
名
前
の
由
来
と
さ
れ
る
中
南

米
原
産
の
多
肉
植
物
で
す
。

　

高
さ
は
５
ｍ
を
超
え
、繊
細
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

過去には宇田八幡宮の
リュウゼツランが
開花しました

（広報「あぶ」令和２年
８月号より）

「竜の舌」のような葉
列車や車の窓越しに
見ることもできます

雨天の中、海岸ごみなどを回収する土自治会
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子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
い
る｢

夏
休
み｣

が

や
って
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
って
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
充
実
し
た

夏
休
み
に
な
る
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

　

阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
を

水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、左
の
図
の
と
お
り

「
水
泳
許
可・禁
止
区
域
」を
定
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
も
設
置
場
所
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、水
泳
禁
止
区
域
近
く
で
子
ど
も
た
ち
を
見

か
け
た
り
、危
険
な
行
為
を
見
か
け
た
り
さ
れ
ま
し
た

ら
、ぜ
ひ
、ご
指
導
く
だ
さ
い
。

海
岸
で
は「
離
岸
流
」に
十
分
、気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

※

町
内
す
べ
て
の
河
川
、
た
め
池
で
泳
ぐ
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

※

小
学
生
が
海
で
泳
ぐ
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

教育委員会 ☎2-0501

　   ・利用には 「事前の申請・許可が必要」 です。
 遊泳希望日の「前日（土・日利用の場合は金曜日）」までに、
　　　   阿武町教育委員会または各公民館へ申請書を提出してください。
　　　  （申請様式は窓口に用意しています）　　

　   ・子どもだけで利用することはできません。
 幼児･小中学生の遊泳には保護者(引率責任者)の監視が必要です。
 その他、ご不明な点などは、教育委員会までお問い合わせください。

注
意
事
項

地域で育てる子どもたち！
　地域のみなさん。子どもたちは地域全体で育てる
という意識で、｢あいさつ｣や｢声かけ」などを通じて、
子どもたちと積極的に関わってください。
　そして、いけないことは、ぜひ注意してください。
　家庭だけでなく地域のみなさんが一体となって、
「たくましく心豊かな阿武っ子」を育てましょう。

家族でふれあいの時間を！
　夏休みの楽しみのひとつが“家族とのふれあい”です。
ふれあいの時間をしっかりとっていただき、家族共通の
思い出をつくりましょう。
　また、毎日でも続けられる家庭・地域での「仕事」を
一緒に考え、我が子に挑戦させましょう。楽しい体験
だけでなく、きつい経験も、心健やかな成長に大切です。

学校閉庁日のお知らせ
　教職員が心身ともに健康な状態で子どもたちと向き合うことができる環境を
作るため、８月13日（火）から16日（金）まで、小中学校を閉庁します。
　ご理解、ご協力をお願いします。この間、教職員は不在となりますので、
緊急時の連絡は教育委員会（☎ ２-０５０１）へお願いします。

家
族･

地
域
で 

し
っ
か
り
支
え
て 

充
実
の 

夏
休
み ！阿武町では体力向上・健康増進のため、

奈古学校プール・福賀国民プールを開放します。（開放は水・木・金・土・日）

奈古学校プール・福賀国民プールの一般開放
７月21日（日）～８月11日（日）

13:00～16:00

今年の夏季休業期間
７月20日（土）
～８月25日（日）

水泳許可区域
水泳禁止区域
水泳禁止区域立札

福賀地区

郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾
※河口は
　禁止

奈古地区

今浦

田部湾内
元浦港内
ばらすよけ～すずめ島

2
3
4

惣郷

尾無
畑

水泳禁止区域

びわくび（田部湾の反対側）A

BA

二反田（旧生コン）B

C

青浦（旧道入口）CE
井部田尻D

F

D 今浦港内E

G

I

より仏F
宇田郷駅前G
畑尻H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区保護者同伴許可区域
水泳禁止区域
水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ
温水プール
※小学３年生以下は保護者同伴

宇久・木与

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

つつみ

福賀へ

上郷
砂防

3

2

4

井部田

水泳許可区域は、
福賀国民プール
のみとします。

1

木与駅前1

H

I 尾無港内
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 萩健康福祉センター ☎ 0838-25-2669

公財財団法人 児童育成協会 「標語募集」係
☎03-5357-1174

阿武町 がけ地近接等
危険住宅移転事業 補助制度

　土砂災害などにより、生命に危険を
及ぼす恐れのある区域内に建っている
危険住宅を、安全な場所へ移転など
するための補助金を交付します。

■対　象■ 現に居住し、土砂災害特別警戒区域
　　　　　 （レッドゾーン）などに該当する住宅  ほか
■補助額■ ・撤去費用などに対し、最大97万5,000円
　　　　　 ・住宅取得借入金利子に対し、最大421万円
■事前相談期間■
　令和6年９月末日まで （翌年度事業として）
　　   　　　　※詳細は町ウェブサイトに掲載

災害に備えるために

 土木建築課 ☎ 2-3112 

生活困窮者自立支援法
による相談会

生
活
に
困
っ
て
い
る
、

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、

将
来
が
不
安
、

病
気
で
働
け
な
い
な
ど
、

お
困
り
ご
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
員
が
一
緒
に
考
え
、

解
決
に
向
け
た

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

健康福祉課 ☎ 2-3115

令和６年８月14日（水）
9:30～12:00

阿武町役場 小会議室
※事前予約制（前日まで）

不妊専門相談会 in 萩
　不妊・不育に関する相談や、不妊・不育治療に関する
情報提供など、事前予約制の個別相談（無料）を行います。

■日　時■ 令和6年８月30日（金）午後３時～午後５時
■場　所■ 山口県萩健康福祉センター（萩市江向531-1）

■対　象■ 不妊・不育で悩む夫婦など

■相談員■ 田村 功 （産婦人科医師）
　　　　　 白石 晃司 （泌尿器科医師）

　　　　　 佐々木 直美 （公認心理師）

■申込締切■：令和6年８月22日（木）

たむら　いさお

しらいし    こうじ

     ささき　　  なおみ

令和７年度 「こどもまんなか 児童福祉週間」
標語の募集について

毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「こどもまんなか 児童福祉週間」（５月５日
～５月１１日）と定めて、児童福祉の理念の普及・啓発のための各種行事を行っていま
すが、令和７年度の「こどもまんなか 児童福祉週間」に向けて、その象徴となる標語を
募集します。
■募集期間■ 令和6年８月1日（木）～9月1日（月） ※郵送の場合は、当日消印有効。
■募集内容■ こどもたちを応援する標語や、未来に向けてのこどもたちからの　　　
　　　　　　 メッセージとなる標語。                                                                         
■主催者■ 　こども家庭庁  (福)全国社会福祉協議会 　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 (公財)児童育成協会                                                                                                                                                                                                                              

詳細は児童育成協会ウェブサイトに掲載

町制施行70周年記念事業

2024年 新作舞台 「FUTURE」
フューチャー

阿武町 町民センター 文化ホール
９月25日(水) 18時 開演 

ドラム・タオ

14年ぶりの阿武町公演

阿武町町民センター ☎08388-2-2044
全席指定 前売券6,000円 / 当日券6,500円 ※６歳未満の

　ご入場をお断りいたします。



令和６年10月から

・現在、厚生年金保険の被保険者数が101人以上の企業等で週20時間以上働く短時間労働者は、厚生年金保険・健康
保険（社会保険）の加入対象となっています。
・この短時間労働者の加入要件がさらに拡大され、令和6年10月から厚生年金保険の被保険者数が51人以上の企業
等で働く短時間労働者の社会保険加入が義務化されます。

厚生労働省ホームページ「適用拡大特設
サイト」で制度説明動画や、ガイドブック
等をご案内しています。
　また、年金額・保険料のシミュレーショ
ンやその他役立つ情報を掲載しています。
以下のQRコードからもご確認ください。

日本年金機構 萩年金事務所 ☎0838-24-2158　　阿武町役場 戸籍税務課 ☎2-0500

年金のたより

　平成31年４月に「森林経営管理制度」が始まり、スギやヒノキの人工林について森林所有者から委託を受け、意欲と
能力のある林業経営者への再委託や、町の直接経営管理により、適切な森林管理と林業経営の効率化を図ることが
求められています。

　この制度などの財源として、令和元年度から「森林環境譲与税」が国から町へ譲与されており、「森林環境税及び
森林環境譲与税に関する法律」第34条第１項で、(1)森林の整備に関する施策、(2)森林の整備を担うべき人材の育成
及び担い手の確保、(3)森林の有する公益的機能に関する普及啓発、(4)木材の利用の促進、(5)その他の森林整備の
促進に関する施策に充てなければならないこととされています。
　同条第３項に基づき、令和５年度の森林環境譲与税1,107万６千円の使途について、
下表のとおり公表します。

森林環境譲与税の使途公表

事業名

林業機械整備事業

里山整備支援・竹林対策事業

森林情報閲覧システム構築業務

森林所有者意向調査準備業務

林業推進事業
町有林管理業務

阿武町森林環境管理基金積立

事業内容

林業機械（バックホー・キャタトラ・林内作業車・２ｔユニック・
簡易製材機）の整備、修繕など
薬剤注入による繁茂竹林の伐採(山﨑古墳) 
林業事業体などの担い手が施業集約化を行うため、所有者や
境界情報を一元的にとりまとめた林地台帳の整備
林地所有者の意向調査のための計画準備・資料収集整理、所有
者リストの作成、意向調査の発送および集計、経営管理権集積
計画などの作業実施
自伐型林業サポート員助成、薪ストーブ購入助成を実施
町有林施業計画作成業務および施業状況監督業務の委託
将来の事業量増加に備え基金へ積み立て、基金条例により運用
　　　　     計 

51万6,166円

58万8,500円

151万8,000円

477万4,000円

24万3,719円
20万7,900円
322万7,715円
1,107万6,000円

うち他の財源

0円

0円

0円

0円

0円
0円
0円
0円

  事業総額
うち当該年度の
森林環境譲与税

51万6,166円

58万8,500円

151万8,000円

477万4,000円

24万3,719円
20万7,900円
322万7,715円
1,107万6,000円

令和５年度 森林環境譲与税の使途内訳令和５年度 森林環境譲与税の使途内訳

農林水産課
 ☎2-3114 

短時間労働者に対する
健康保険・厚生年金保険の適用範囲が拡大されます
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6
／

6 

花
の
苗
６
０
０
０
本

　
　
　
　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
・
福
賀
」

　

花
の
苗
の
配
布
が
あ
り
ま
し
た
。
早
朝
、
地
域
の
有
志
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
数
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
萩
高
等
学
校

奈
古
分
校
に
向
か
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、
生
徒
さ
ん

に
大
切
に
育
て
ら
れ
た
花
の
苗
が
整
然
と
並
び
、
ト
ラ
ッ
ク

に
積
載
し
て
、
福
賀
地
区
ま
で
運
び
ま
す
。
運
ぶ
本
数
は
、

な
ん
と
６
０
０
０
本
。
午
後
、
各
自
治
会
へ
花
の
苗
の
配
布
。

　

こ
の
夏
、
水
や
り
・
草

取
り
な
ど
を
通
じ
て
、

随
所
に
花
々
の
光
景
が

広
が
り
ま
す
。
花
の
色
・

人
々
の
心
で
、
地
域
を
、

さ
ら
に
明
る
く
。「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
・
福
賀
」

を
め
ざ
し
て
。

6
／

15 

「
あ
ざ
や
か
ブ
ル
ー
色
」

　
　
　
　
　
　
　

福
賀
国
民
プ
ー
ル
の
清
掃

　

福
賀
国
民
プ
ー
ル
。
児
童
８
名
、
先
生
、
保
護
者
、
応

援
団
のFor the Tow

n

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
６
名
の
計
30
名
に

よ
る
一
斉
清
掃
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
方
の
事
前
準
備
が

あ
り
、
当
日
は
、
全
員
参
加
に
よ
る
総
仕
上
げ
作
業
。
青
空

に
映
え
る
「
あ
ざ
や
か
ブ
ル
ー
色
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
福
賀
国
民
プ
ー
ル（
昭
和
39
年
８
月
竣
工
）」。阿
武
町
に

現
存
す
る
最
古
の
部
類
の
公
共
施
設
で
す
。当
時
、先
進
的
な

施
設
。プ
ー
ル
は
子
供
た

ち
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。７
月
〜

８
月
中
は
、一
般
に
も
開

放
さ
れ
て
い
ま
す（
広
報

14
ペ
ー
ジ
参
照
）。

6
／

9 
奈
古
地
区
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
」

　

第
47
回
奈
古
地
区
女
性
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

奈
古
地
区
の
女
性
約
40
人
が
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
を

行
い
、予
選
リ
ー
グ
、決
勝
リ
ー
グ
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、来
賓
の
花
田
町
長
、網
本

教
育
長
も
チ
ー
ム
に
入
り
、一
緒
に
プ
レ
ー
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
初
め
は
キ
ュ
ー
と
い
う
棒
で
デ
ィ
ス
ク（
円
盤
）を

押
し
出
す
力
の
加
減
に
苦
戦
し
て
ま
し
た
が
、プ
レ
イ
を
重
ね

る
ご
と
に
だ
ん
だ
ん
と
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
き
た
の
か
、ス
ー
パ
ー

プ
レ
イ
も
出
て
き
て
、歓
声
が
湧
く
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、３
チ
ー
ム
が
１
勝
１
敗
で
並
ぶ
大
接
戦
に

な
り
、一
投
一
投
緊
張
感
の
あ
る
中
で
プ
レ
イ
。

　

そ
れ
で
も
試
合
が
終
わ
っ
た
後
は
、「
楽
し
か
っ
た
」、「
来
年

も
や
り
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
、心
地
良
い
汗
を
か
い
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

6
／

19 

合
同
開
講「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
語
を
楽
し
も
う
！

　

会
員
以
外
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」の
今
年
度
第
１

回
目
が
行
わ
れ
、奈
古
婦
人
学
級（
さ
つ

き
・
若
葉
学
級
）と
な
ご
み
寿
齢
大
学
が

合
同
で
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、元
中
学
校
校
長
で
、今
は

各
地
で
落
語
に
よ
る
講
演
を
さ
れ
て
い
る

「
由
宇
亭
拓
の
輔
」さ
ん
を
お
招
き
し
、

落
語
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
笑
い
で
会
場
は
賑
や
か
に
な
り
、落
語
を
存
分
に

楽
し
ん
だ
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

最
高
得
点
を
狙
っ
て・・・

ナ
イ
ス
プ
レ
ー
！

身
振
り
手
振
り
で

会
場
は
笑
い
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
！

「日本で最も美しい村・
福賀」をめざしますみんなでプール掃除

6
／

14 

花
壇
用
草
花
苗
配
付

　

宇
田
郷
地
区
内
の
花
壇
用
草
花

苗
の
配
付
が
あ
り
、
申
込
み
さ
れ

た
自
治
会
や
個
人
の
方
が
受
け
取

り
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
８
月
に
は

花
壇
審
査
も
あ
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
に
大
切
に
育
て
ら
れ
た
花
が
成
長
し
綺
麗
に
咲
く
の

が
楽
し
み
で
す
。

6
／
15 

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

環
境
整
備
作
業

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
環
境
整
備
作
業
を
、

利
用
団
体
や
地
域
の
方
と
実
施
し
ま
し

た
。最
近
の
天
候
に
よ
り
草
木
と
も

青
々
と
し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、周

辺
に
影
響
を
与
え
て
い
る
木
の
枝
や
、

倉
庫
周
辺
の
機
械
作
業
が
困
難
な
場

所
の
雑
草
の
除
去
作
業
を
行
い
ま
し

た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

6
／

20 

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　

第
175
回
「
ほ
た
る
舞
う
、
梅
雨
の
合
間
に
、
生
き
生
き
と
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す

ゆ　

う　

て
い　

た
く　
　
　

す
け

・
・
・
・

〈敬称略〉〈敬称略〉【男性の部】
◆優　勝　岩本　清（宇田中央）
◆準優勝　伊藤 敬久（宇田中央）
◆第３位　光永 哲男(山口市)
【女性の部】
◆優　勝　白石 壽江(宇田中央)
◆準優勝　藤村 千鶴(宇田浦)
◆第３位　堀　 幸子(宇田浦)

いわもと　きよし

  いとう  よしひさ

みつなが  てつお

しらいし  ひさえ

ふじむら　ちづる

ほり　　　さちこ
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まちのヘルスメイトさんまちのヘルスメイトさん
ヘルスメイトの活動を紹介します！

　6月20日（木）に福賀小学校の1・3年
生と一緒に学校の畑に野菜の苗を植え
ました。
　児童がリクエストした枝豆、ピーマン、
ミニトマト、オクラ、パセリ、さやいんげん
の6種類の苗をヘルスメイトがプレゼン
トしました。
　これらの野菜は収穫して9月に「ふれ
あいなかよしキッチン」として一緒に
クッキングをする予定です。
　“野菜の育ちを知り、野菜が大好きに
なり、たくさん食べて、元気なからだを
作ってほしい”という思いを込めて活動
しています。

【自動血圧計の設置場所】　　
・阿武町役場本庁
・のうそんセンター
・ふれあいセンター
・町民センター
・母子健康センター

「高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト」

　みなさんは､日頃のご自身の血圧の値をご存じで
すか？
　自分の血圧を知ることは、体調管理や病気の予防
につながります。
　この度、新しい自動血圧計(測定された数値により
コメントが印字されます)を下記の場所に設置しま
した。
　日頃から血圧を測定することを習慣化し、脳血管
疾患予防（脳梗塞や脳出血など）につなげましょう。

新コーナー

大
き
く
育
ち
、た
く
さ
ん
収
穫

で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
水
を

や
り
ま
し
た
。

収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

み
ん
な
で
話
し
合
い
、

植
え
る
場
所
を
決
め

ま
し
た
。

～血圧測定コーナーの設置～

みんなで測って、血圧測定を習慣化しよう！
健康福祉課　☎2－3113

高
血
圧
ゼ
ロ
で

　
　
脳
血
管
疾
患
予
防

　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基準値内に当てはまるか確認しましょう
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健康習慣❹
　みんなで
　　　実践！

「高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト」
～食生活から高血圧を予防しよう！編～

【問い合わせ】健康福祉課：2-3113 

高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト」とは･･･
若い世代の方も、高血圧の治療をしている方も血圧を適切に管理する人が増えることで、
脳血管疾患になる方を減らすためのプロジェクトです。

高血圧の予防には、減塩が効果的な理由・・・

今の塩分量が将来の健康に
つながります

塩を効果的に減らすには・・・

調味料のこうした使い方がおすすめです！「かける」より「つける」「つける」ならこうしたやり方で

血圧は歳をとってから急に上がるものではなく、1日の
塩分摂取量によって将来の血圧上昇度が変わります。
今できることから始めてみましょう！

食品群別の20歳以上の食塩摂取量は、全体の66％が
調味料からです。よって調味料を使う量を減らす
ことが減塩につながります。

〈血管の図〉 血液が増えて圧力がかかる塩を習慣的に摂り過ぎたら
①　塩は血管の中に水を引き寄せる
②　血管の中の血液量が増える
③　血管への圧力が高くなる

血圧が高くなる

血液 血液
水

塩
塩

塩

塩
塩

塩 水

水

水

水

水

水

【食塩摂取量と血圧上昇から予測する未来の血圧】
令和元年国民健康・
栄養調査より

ハム・ソーセージ
3%

漬物 4%

魚介加工品
6%

小麦・加工品
10%

その他
11%

その他
11%

加工食品
23% 調味料

66%
みそ
12%

塩
12%

しょうゆ
17%

その他調味料
25%

170

160

150

140

130

120

110
30 40 50 60 70 80

収
縮
期
血
圧
（
㎜
Hg
）

年齢（歳）

7g/日の場合

14g/日の場合

少しずつでも継続すれば、大きな力となりますお寿司 焼肉

すし飯側に
しょうゆをつける

ネタ側半分に
しょうゆをつける

焼肉全体に
タレをつける

焼肉の端に
タレをつける
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■70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

ア

イ

ウ

エ

オ

所得区分 ３回目まで ４回目以降※1

住民税非課税

　　 57,600円

　　 35,400円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

基礎控除後の
所得が901万円超
基礎控除後の
所得が600万円超
　～901万円以下
基礎控除後の
所得が210万円超
　～600万円以下
基礎控除後の所得が
210万円以下（住民税
非課税世帯を除く）

252,600円＋（総医療費
－842,000円）×１％

167,400円＋（総医療費
－558,000円）×１％

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×１％

　※１ 過去12ケ月間に同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上
　　　 あった場合の４回目以降の限度額。

所得区分 外来（個人単位）A 外来＋入院（世帯単位）B
現役並みⅢ
課税所得
690万円以上

低所得 Ⅱ
Ⅰ

  18,000円
（年間上限144,000円）

57,600円
（多数回該当：44,400円）

8,000円 24,600円
15,000円

252,600円＋
（総医療費－842,000円)×１%
〈多数回該当：140,100円〉

現役並みⅡ
課税所得380万円以上
690万円未満

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１%
〈多数回該当：93,000円〉

現役並みⅠ
課税所得145万円以上
380万円未満

一般

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１%
〈多数回該当：44,400円〉

課税所得145万円以上の方（70歳～74歳の方）などが同じ世帯にいる場合
　ただし、年金と収入等の合計が単身世帯で383万円、２人以上世帯で520万円に満たない場合は、
　申請により所得区分が「一般」となります。
現役並み所得者、低所得のいずれかにも該当しない方
　同一世帯の70歳～74歳の国保加入者の基礎控除後の所得の合計が210万円以下である場合も、
　所得区分が「一般」となります。
住民税非課税世帯に属し、低所得Ⅰに該当しない方
住民税非課税世帯に属し、世帯の所得が年金収入80万円以下などの方

現役並み所得者

一般

低所得Ⅱ
低所得Ⅰ

　現在交付している「国民健康保険被保険者証」・「後期高齢者医療被保険者証」は、有効期限が７月31日までです。
　８月１日から使用できる新しい保険証は、７月下旬までに簡易書留でお送りします。

（※古い保険証は８月１日以降使えませんので、各自で処分するか、健康福祉課・各支所に返却してください）

　　★国民健康保険　保険証（カード）は緑色です。※70歳から74歳の方の「高齢受給者証」は、保険証に印字されています。
　　★後期高齢者医療　保険証は緑色です。

国民健康保険 および
後期高齢者医療の対象の方 保険証を更新します！

国民健康保険（74歳までの方）

申請（更新）の方法
「保険証」を持参の上、健康福祉課
または各支所で手続きしてください。

※更新の場合は、「限度額適用認定証」も必要です。

■70歳以上74歳の方の自己負担限度額（月額）

・ ８月から翌年７月までの1年間の自己負担額の上限です。
・多数回該当とは過去12ヶ月間に同じ世帯で
   高額療養費支給が４回以上あった場合、
   ４回目から適用される限度額です。
・ 外来（個人単位）Ａの限度額を適用後に、
   外来＋入院（世帯単位）Ｂの限度額を適用します。
・75歳到達月は、国保と後期高齢者医療制度の
   限度額がそれぞれ２分の１となります。■70歳以上の方の所得区分

●保険証とマイナンバーカードの一体化について
　令和６年１２月２日からは国民健康保険証および後期高齢者医療保険証が発行されなくなります。
　今回お手元に届いた保険証は令和７年７月３１日まで使用できますが、それ以降はマイナンバーカードをご利用く
ださい。なお、マイナンバーカードの保険証利用登録がない方には「資格確認書」が交付されます。
　詳細については、今回発送した保険証に同封されているチラシをご確認ください。

●入院したときや外来で医療費の自己負担が高額になりそうなときは、
限度額適用認定証などの提示を忘れずに！
　あらかじめ役場に申請して交付された「限度額適用認定証｣（住民税非課税世帯、低所得者Ⅰ･Ⅱの方は「限度額
適用・標準負担額認定証」）を医療機関に提示すれば、それぞれの限度額までの窓口負担となります。
※マイナ保険証の登録をしている方はオンラインで確認できますので手続きが不要です。
　　　※保険税を滞納していると認定証が交付されない場合があります。
　　　※認定証の有効期限は毎年７月31日までです。期限到達後も必要な方は８月１日以降に更新してください。



490円

230円
180円
110円

過去12ヶ月で90日までの入院
過去12ヶ月で90日を超える入院

現役並み所得者
一　般

低所得Ⅱ

下記以外の方

低所得者Ⅰ

※

■入院時の食事代の標準負担額（１食あたり）

【令和６年６月改正】　　　　　　　※280円となる場合があります。

■自己負担割合
負担割合

２割

３割

所得区分
一　般

低所得Ⅱ･Ⅰ

対象となる方

以下以外の方

現役並み所得者Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ

後期高齢者医療（75歳以上の方など）

●入院したときの食事代
　入院したときは、診療や薬にかかる費用とは別に、
食事代として次の標準負担額を支払います。

●医療費が高額になったときは…？
　医療費の自己負担が高額になったとき、申請により限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
　町では、該当と思われる被保険者の方へ、診療月の約３ヶ月後に申請勧奨を行っています。
　申請には医療費の支払いが分かる「領収書の写し」などが必要です。
　該当すると思われる方は、領収書の保管をお願いします。
　　

●70歳になると自己負担割合や自己負担限度額が変わります！
　70歳以上74歳までの方には、所得などに応じて、
自己負担割合が記載された「保険証」が交付されます。
　適用は70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は当月）
から75歳の誕生日の前日までです。
　受診の際は、必ず「保険証」を提示してください。 

●交通事故にあったときは必ず届け出を！
　交通事故など第三者の行為によってケガ・病気になった場合でも、届け出により、国民健康保険や後期高齢者医療
で診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると、国民健康
保険や後期高齢者医療が使えなくなることがあります。
　

◎ 低所得者Ⅰ･Ⅱの方は、｢限度額適用･標準負担額減額認定証」
　 または ｢標準負担額減額認定証｣が必要です。

◎ 申請方法：「領収書」を持参の上、　 健康福祉課・各支所に「高額療養費支給申請書」を提出してください。

◎申請方法：「保険証」、「事故証明書」（後日でも可）、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書類（写真付きの公的
　身分証）」を持参の上、健康福祉課・各支所に「第三者行為による傷病届」を提出してください。

●後期高齢者医療減額認定証の更新のお知らせ
　現在交付されている減額認定証の有効期限は、令和６年７月31日までです。
　現在、減額認定証をお持ちで、令和６年８月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※1または「区分Ⅱ」※2に該当する方には、
令和６年７月31日までに、新しい減額認定証を郵送します。
　お手元に届きましたら、令和６年８月１日から医療機関へご提示ください。
　現在お持ちの減額認定証は８月１日以降使用できませんので、各自で処分してください。（返却は不要）
　　　　　※１　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が０円（年金収入は控除額80万円で計算）
　　　　　　　　　　  または老齢福祉年金受給者
　　　　　※２　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰに該当する方を除く）
　 マイナ保険証が未登録で限度額認定証が必要な方は申請が必要です。健康福祉課・各支所の窓口で手続きをしてください。

●現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方へ
　過去１年間の入院日数が91日以上の場合、入院時の食事代がさらに減額となります。
　再度、申請が必要ですので、健康福祉課・各支所の窓口で手続きをしてください。
　　 ◎申請に必要なもの： ①後期高齢者医療制度の被保険者証 　②現在交付されている減額認定証（区分Ⅱ）
　   　   ③病院の領収書など、91日以上の入院日数がわかる書類

健康福祉課 ☎2-3115
　山口県後期高齢者医療広域連合 ☎083-921-7110
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■支給対象　※所得制限があります
　離婚、死別、その他の理由により、父または母と生計を
同じくしない児童を養育している場合や、父または母の
心身に障害がある場合に、その児童を養育している家庭
に対して、児童が18歳に達した年度末まで支給されます。
　　　（児童がおおむね中程度以上の障害がある場合は
　　　　　　　　　　　　　　　　20歳に達するまで）

■支給対象　※所得制限があります
　国内に住所があり、精神または身体に中度以上の障害が
ある20歳未満の児童を監護している父または母、もしくは
父母に代わって養育している方に支給されます。

子育て支援に関する手当について８月から更新受付
児童扶養手当 特別児童扶養手当

《次の場合は支給されません》
  ① 児童が施設に入所している
  ② 申請者や児童が日本国内に住んでいない
  ③ 父または母が婚姻している（事実婚も含む） 　  など

《次の場合は支給されません》
  ① 児童が児童福祉施設に入所している
　 (保育所、通園施設、肢体不自由施設への母子入園を除く)

  ② 申請者や児童が日本国内に住んでいない

  ③ 児童が障害を支給事由とする
　　　　　　　　 公的年金を受け取ることができる

児童数
１人
２人
３人目
以降

全部支給
45,500円

10,750円加算
1人につき
6,450円加算

一部支給
45,490～10,740円
10,740～5,380円
1人につき6,440円～
3,230円加算

■手当月額　令和６年４月から改定 ■手当月額　令和６年４月から改定/対象児童１人あたり
１級(重度)
２級（中度）

55,350円
36,860円

健康福祉課 福祉保険係 ☎2-3115
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母
は
笑
顔
の
花
咲
か
す

救急医療は急を要する患者さんのためのものです。
症状が緊急性ではない比較的軽症な場合は、夜間や
休日ではなく、通常の外来での受診をお願いします。
また、発熱の症状で受診される場合は、必ず事前に
医療機関に電話してください。

萩駅

萩市民体育館

萩市民病院

ＪＲ山陰本線

26264

萩市休日急患診療センター 「重症か軽症か」、「急ぎかそうでないか」
など判断することが難しいときは･･･
萩・阿武健康ダイヤル24
☎ 0120-506-322
（24時間 365 日・通話料無料）

健康福祉課
☎2-3113

発熱・頭をぶつけた・嘔吐・けいれんなど、
お子さんの急病のときは…
こども医療でんわ相談
『＃8000』 

または
☎ 083-921-2755

（19:00 ～翌朝 8:00）

意識がない、激しい痛み、多量の出血など、
明らかに重症と思われる場合は、迷わず『119』へ連絡を！

阿
武
町
俳
句
協
会　

次
回
句
会
の
ご
案
内

　

と　

き  

令
和
６
年
７
月
22
日(

月)   

午
前
９
時
半
よ
り

　

と
こ
ろ  

町
民
セ
ン
タ
ー   

投
句
内
容  

当
季
雑
詠
３
句

夜間・休日の当番医について
～急な病気やけがで診療が必要な時にご利用ください～　
平日の夜間・土曜日の当番医（電話やHPで確認ができます）

日曜・祝日・年末年始の当番医

※受付は21:30まで
【問い合わせ先】萩・阿武健康ダイヤル（☎ 0120-506-322）
【診療時間】平　日：18:00 ～ 22:00　
　　　　　  土曜日：12:00 ～ 22:00　

【医療機関】萩市休日急患診療センター（☎ 0838-26-1397）
【診療時間】内科・外科：9:00～12:00・13:00～16:00・17:00～22:00
　　　　　  歯科　　　：9:00～12:00・13:00～15:00〈地図〉

※いずれも受付は30分前まで

萩市医師会（当番医）
の確認はこちら

※受診する前に事前に
　電話をしてください

24



８月
日
1
3
7
8
9
12
19
22
23

25

26
27
29
30

曜
木
土
水
木
金
月
月
木
金

日

月
火
木
金

行事予定
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
福賀月例グラウンドゴルフ大会（19:00）【福賀小学校グラウンド】
七夕会・誕生会（10:30）【みどり保育園】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
身体測定（11:00）【みどり保育園】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会（9:00）【役場会議室】
健康教室さくら会（9:00）【町民センター】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
無料法律相談会（10:00）【町民センター】
阿武町職員採用試験（一次試験）（9:00）【役場大会議室】
鳴き砂清掃ボランティア（9:00）【清ヶ浜海水浴場】
森里海の市（9:00）【道の駅阿武町】
避難訓練・交通安全指導（10:45）【みどり保育園】
阿武町国民健康保険運営協議会（16:30）【役場大会議室】
ひよこクラブ（9:45）【母子センター】
阿武町議会運営委員会（9:00）【役場委員会室】

阿武町の人口と世帯数

（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,055

468

459

2,982

(-11)

( 1 )

( - 2）

(-11)

992

247

252

1,491

( - 5 )

( 0 )

( 0 )

( - 5 )

0

8

0

3

転入

転出

出生

死亡

（６月末）

（　）内数字は前年件数

区　分
負傷者死者

人　身　事　故
件数

6月の交通事故

１
（０）
0

（０）
０
（１）

１
（５）

０
（１）

０
（９）

３
（５）

63
（100）

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

物損
事故

有限会社　鹿野ファーム

奈古郵便局

阿武福祉会

阿武建設

養豚飼育管理員
郵便局窓口業務
郵便物の集配業務

介護職員（清ヶ浜清光苑）
栄養士または管理栄養士（恵寿苑）

土木作業員
一般事務

170,000円～
155,040円～
177,984円～
174,000円～
171,000円～
212,000円～
160,000円

小田建設

ツルハグループ
（ウオンツ）

バンザイエンタープライズ
社会福祉法人　E.G.F

土木作業員
店舗運営スタッフ（総合職）
店舗運営スタッフ（リージョナル社員）
店舗運営スタッフ（限定正社員）
販売（ドラッグストア）
調理・清掃
農業支援員

172,800円～
210,000円～
200,000円～
180,000円～
時給1,010円～
172,000円～
199,500円～

６
／

16 
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 萩健康福祉センター ☎ 0838-25-2669

日

7

8
14
20
28
30

曜

水

木
水
火
水
金

時間
13:00～

13:30～

14:00～
17:00～
13:30～
13:30～
13:00～
13:00～
15:00～

行事予定
風しん抗体検査
C型・B型肝炎ウイルス検査
HTLV-１抗体検査

エイズ即日検査

くるみの会（ひきこもり家族会）
骨髄ドナー登録会
心の健康相談（担当公認心理士）
お酒に関する困りごと相談
不妊専門相談会in萩

※ 検査、相談は、いずれ
も事前予約制です。
※ 無料検査には条件が
ありますので、お問い合
わせください。

山口県 萩健康福祉センター
 ８月の行事予定

心の健康相談QRコード

第
1
回 
山
口
県
小
学
生

　
　
　

 
相
撲
優
勝
大
会

千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
が
太
く
て
も 

あ
な
た
の
サ
ラ
ダ
は
美
味
し
い
よ

※すでに決定済みとなっている場合もあります。

●ハローワーク萩　☎0838-22-0714７月分 町内の求人情報 （７月５日現在） 

（
敬
称
略
）
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作品は道の駅温泉棟１階に展示中

◆ 
あ
ぶ
フ
ォ
ト
倶
楽
部  

★
投
稿
写
真
も
大
歓
迎
！ 

あ
な
た
の「
ス
マ
ホ
写
真
」を
待
っ
て
い
ま
す
★  

◆ 

事
務
局  

☎
２‐

３
１
１
１ 

※色どりにミントなどを飾るとよい

「フレイル予防のためのおすすめレシピ！」より

豆腐白玉フルーツ入り

［作り方］
① ミニトマトはへたを取り、つまようじで下側の皮を
　 数ヵ所さしてから、鍋にお湯を沸かしてミニトマトを   
　 入れる。ひと煮立ちしたら取り出して皮を湯むきする。
② ボウルに白玉粉を入れて、絹ごし豆腐を加えて混ぜ、
　 １人３コずつに丸める。鍋にお湯を沸かして入れ、浮
　 かんできたら火を弱めて2分ぐらい茹でて水に取る。
③ パイン缶は食べやすい大きさに切り、ボウルに①と
　 ②を合わせてパイン缶の汁につけておく。
④ 食べる直前にバナナを切って③とサイダーを器に
　 盛る。

平成28年 夏季ふれあいキッチンより

「水位の下がった長沢の池」　梅地 博美  （野柳）
●梅雨に入った雨の降りやみに、長沢の池を見に行き、
「水位の少ない池にもっと水が増えるといいな」と思い
ながら撮りました！

うめじ　ひろみ

［材料４人分］
白玉粉 ･･････････････60g
絹ごし豆腐 ･････････・70g
ミニトマト（小） ･･・・・・・80g
パイン缶 ･･･････････・80g
バナナ ･････････････・80g
サイダー ･･･････････400cc
缶詰の汁 ･･････････100cc
つまようじ ････････・・・1本

「フレイル」とは、健康と要介護の間の
“虚弱の状態”のことをいいます。食事は
“低栄養”を予防することが大切です！

豆腐の入ったヘルシーな
デザート！
暑い夏の食欲低下におすすめの 1品！
水分補給も兼ねてどうぞ！

「鹿島沖夕景」　西村 信教  （市）
●6月18日夕方、停泊する漁船を鹿島沖に沈む夕日と
写しました。この後、日が沈み暗くなると、漁船は漁火
を点灯し、操業を始めます。

にしむら のぶのり

私 の 一 品

今月の一品

七
夕
に
願
い
を
込
め
て

　
　
　 

放
課
後
子
ど
も
教
室

6/26に阿武児童クラブで「放課後こども教室」が開催され、放課後こども教室の参加児童と児童クラブの
児童が一緒になって、七夕飾りを楽しみました。松浦 美栄子先生による「七夕のはじまり」についての授業の
あと、思い思いに願いを込めた短冊を飾り、児童クラブの天井を彩りました。

まつうら　 みえこ
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